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(57)【要約】
複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）上の伝送の伝送
電力を制御または決定するための方法および装置が開示
される。ＷＴＲＵは、複数のＣＣにマッピングされた複
数のチャネルの各々について送信電力を設定することが
できる。チャネルは、少なくとも１つの物理アップリン
ク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を含むことができ、さら
に少なくとも１つの物理アップリンク制御チャネル（Ｐ
ＵＣＣＨ）も含むことができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）における伝送電力制御の方法であって、
　第１のコンポーネントキャリア（ＣＣ）または第２のコンポーネントキャリア（ＣＣ）
にマッピングされた物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）または物理アップリン
ク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の伝送電力を前記ＷＴＲＵにより決定するステップと、
　サブフレーム内の前記ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨの合計伝送電力が前記第１のＣＣま
たは第２のＣＣの最大伝送電力を下回るように、前記ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの伝送
電力を前記ＷＴＲＵにより決定するステップと、
　前記第１のＣＣおよび第２のＣＣ間の伝送電力差を前記ＷＴＲＵにより決定して、前記
伝送電力差を最大伝送電力差と比較するステップと、
　前記第１のＣＣおよび第２のＣＣ間の伝送電力差が前記最大伝送電力差を下回るように
保持するために、前記第１のＣＣおよび第２のＣＣの伝送電力を前記ＷＴＲＵにより高め
るかまたは減少させるステップと
を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第１のＣＣが高い優先順位のＣＣである場合に前記第１のＣＣの伝送電力を前記Ｗ
ＴＲＵにより高めるステップをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ＰＵＣＣＨは高い優先順位のチャネルであり、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）を持つ
ＰＵＳＣＨは次に高い優先順位のチャネルであり、ＵＣＩを持たないＰＵＳＣＨは最低優
先順位のチャネルであることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＣＣでＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨを搬送し、前記第１のＣＣと第２のＣＣ
間の伝送電力差が前記最大伝送電力差を下回るように、前記第１のＣＣの伝送電力を高め
るステップをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２のＣＣをより低い優先順位のＣＣと指定し、前記第１のＣＣおよび第２のＣＣ
の最大伝送電力を超過することなく前記最大伝送電力差を下回るレベルまで伝送電力が高
められない場合に、前記第２のＣＣをドロップするステップをさらに備えることを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　複数のＣＣを前記ＷＴＲＵにより提供するステップであって、各ＣＣは１つまたは複数
のＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨを有するステップと、
　前記ＷＴＲＵに複数の電力増幅器（ＰＡ）を提供するステップと、
　優先順位および最大伝送電力差に基づいて、前記最大伝送電力差を超過する前記複数の
ＣＣにおけるＣＣのペア間の伝送電力差を前記ＷＴＲＵにより減少させるステップと
をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第２のＣＣが、前記第１のＣＣと第２のＣＣ間の最大伝送電力差が超過される原因
となる低い優先順位の強いＣＣである場合、前記第２のＣＣの伝送電力を前記ＷＴＲＵに
より低減するステップをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＰＵＳＣＨ伝送電力が前記ＰＵＣＣＨ伝送電力よりも高い場合に、ＰＵＣＣＨとＰ
ＵＳＣＨとの間の最大電力差を解決するため、前記ＰＵＣＣＨ伝送電力を前記最大伝送電
力まで前記ＷＴＲＵにより増大させるステップをさらに備えることを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨとの間の最大電力差に関連して前記ＰＵＳＣＨ伝送電力が
前記ＰＵＣＣＨ伝送電力よりも高い場合、前記ＰＵＳＣＨ伝送電力を前記ＷＴＲＵにより
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低減するステップをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　ワイヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　第１のコンポーネントキャリア（ＣＣ）または第２のコンポーネントキャリア（ＣＣ）
にマッピングされた物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）または物理アップリン
ク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の伝送電力を決定するように構成された回路と、
　サブフレーム内の前記複数のＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨの合計伝送電力が前記第１の
ＣＣまたは第２のＣＣの最大伝送電力を下回るように、前記ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨ
の伝送電力を決定するように構成された回路と、
　前記第１のＣＣおよび第２のＣＣ間の伝送電力差を決定して、前記伝送電力差を最大伝
送電力差と比較するように構成された回路と、
　前記第１のＣＣおよび第２のＣＣ間の伝送電力差が前記最大伝送電力差を下回るように
保持するために、前記第１のＣＣおよび第２のＣＣの伝送電力を高めるかまたは減少させ
るように構成された回路と
を備えることを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　前記第１のＣＣが弱い伝送電力を持つ高い優先順位のＣＣである場合に前記第１のＣＣ
の伝送電力を高めるように構成された回路をさらに備えることを特徴とする請求項１０に
記載のＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　ＰＵＣＣＨは最高優先順位のチャネルであり、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）を持つ
ＰＵＳＣＨは次に高い優先順位のチャネルであり、ＵＣＩを持たないＰＵＳＣＨは最低優
先順位のチャネルであることを特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　第１のＣＣでＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨの両方を搬送し、前記第１のＣＣと第２のＣ
Ｃ間の伝送電力差が前記最大伝送電力差を下回るよう、前記第１のＣＣの伝送電力を高め
るように構成された回路をさらに備えることを特徴とする請求項１０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記第２のＣＣをより低い優先順位のＣＣと指定し、前記第１のＣＣおよび第２のＣＣ
の最大伝送電力を超過することなく前記最大伝送電力差を下回るレベルまで伝送電力が高
められない場合に、前記第２のＣＣをドロップするように構成された回路をさらに備える
ことを特徴とする請求項１０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　複数のＣＣを提供するように構成された回路であって、各ＣＣは１つまたは複数のＰＵ
ＳＣＨおよびＰＵＣＣＨを有する回路と、
　前記ＷＴＲＵに複数の電力増幅器（ＰＡ）を提供するように構成された回路と、
　優先順位および最大伝送電力差に基づいて、前記最大伝送電力差を超過する複数のＣＣ
におけるＣＣのペア間の伝送電力差を減少させるように構成された回路と
をさらに備えることを特徴とする請求項１０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記第２のＣＣが、前記第１のＣＣと第２のＣＣ間の最大伝送電力差が超過される原因
となる低い優先順位の強いＣＣである場合、前記第２のＣＣの伝送電力を低減するよう構
成された回路をさらに備えることを特徴とする請求項１０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　前記ＰＵＳＣＨ伝送電力が前記ＰＵＣＣＨ伝送電力よりも高い場合に、ＰＵＣＣＨとＰ
ＵＳＣＨとの間の最大電力差を解決するため、前記ＰＵＣＣＨ伝送電力を前記最大伝送電
力まで増大させるように構成された回路をさらに備えることを特徴とする請求項１０に記
載のＷＴＲＵ。
【請求項１８】
　前記ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨとの間の最大電力差に関連して前記ＰＵＳＣＨ伝送電力が
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前記ＰＵＣＣＨ伝送電力よりも高い場合、前記ＰＵＳＣＨ伝送電力を低減するように構成
された回路をさらに備えることを特徴とする請求項１０に記載のＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　複数のコンポーネントキャリア上の伝送の伝送電力を制御するための方法および装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
関連出願の相互参照
　本出願は、参照により内容を本明細書に組み込まれている、２００９年１０月２日に出
願した米国特許仮出願第６１／２４８，２９８号明細書、２０１０年１月１４日に出願し
た米国特許仮出願第６１／２９５，０３５号明細書、および２０１０年８月１３日に出願
した米国特許仮出願第６１／３７３，２９３号明細書の利点を主張するものである。
【０００３】
　ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）において、シングルキャリア周波
数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ：ｓｉｎｇｌｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ
　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）伝送は、離散フーリエ変換拡散
直交周波数分割多重（ＤＦＴＳ－ＯＦＤＭ：ｄｉｓｃｒｅｔｅ　ｆｏｕｒｉｅｒ　ｔｒａ
ｎｓｆｏｒｍ　ｓｐｒｅａｄ　ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓ
ｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）を使用することなどにより、アップリンク（ＵＬ）
方向に選択されてもよい。ＵＬにおけるＬＴＥワイヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ
）は、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）で割り当てられたサブキャリアの制限された、連
続するセットを伝送することができる。たとえば、ＵＬにおける全体の直交周波数分割多
重（ＯＦＤＭ）信号またはシステム帯域幅が、１から１００の番号付けをされた有用なサ
ブキャリアを含む場合、第１のＷＴＲＵは、それ自身の信号をサブキャリア１～１２で伝
送するように割り当てられてもよく、第２のＷＴＲＵはサブキャリア１３～２４で伝送す
ることができる等々と続く。ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ（ｅＮｏｄｅＢ）は、同時に１
つまたは複数のＷＴＲＵから伝送帯域幅全体にわたり複合ＵＬ信号を受信することができ
るが、各ＷＴＲＵは、使用可能な伝送帯域幅のサブセットで伝送することができる。
【０００４】
　ＷＴＲＵの伝送電力は、ＷＴＲＵによって行なわれた測定、およびｅＮｏｄｅＢから受
信した制御データに基づいてＷＴＲＵで決定されてもよい。ＷＴＲＵ伝送電力制御は、サ
ービス品質（ＱｏＳ）を保持するため、セル内の干渉を制御するため、および端末のバッ
テリ寿命を管理するために必要とされることがある。ＬＴＥ－Ａ（ＬＴＥ　ａｄｖａｎｃ
ｅｄ）は、キャリアアグリゲーションを使用する帯域幅拡張、ＵＬ多入力多出力（ＭＩＭ
Ｏ）、ならびに同時の物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：ｐｈｙｓｉｃａｌ　
ｕｐｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）および物理アップリンク制御チャネル（
ＰＵＣＣＨ：ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）伝送
のような、ＷＴＲＵ伝送電力制御に影響を及ぼす可能性のある特徴を含む。
【０００５】
　ＬＴＥにおけるアップリンク電力制御には、セル間干渉を低減し、ＷＴＲＵの電力増幅
器（ＰＡ）がその線形領域を超えて動作しないよう、および／またはＷＴＲＵがネットワ
ーク、規制基準などにより課されうる最大伝送電力制限を超過することがないように、最
大電力手順を使用するＷＴＲＵの出現を回避しながら、パス損失またはシャドーイングの
ような長期にわたるフェーディングを補償することが望ましい。ＬＴＥアップリンクの伝
送電力は、１つのアンテナ／電力増幅器の組み合わせによる１つのコンポーネントキャリ
ア（ＣＣ）でＷＴＲＵが伝送することが前提となりうる開ループおよび閉ループ電力制御
を使用して決定されてもよい。ＬＴＥ－Ａ（ＬＴＥ－ａｄｖａｎｃｅｄ）は、キャリアア
グリゲーションを使用する帯域幅拡張を含み、ここでＷＴＲＵは複数のコンポーネントキ
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ャリア（ＣＣ）で同時に伝送することができる。ＷＴＲＵのＰＡが範囲内で動作するよう
、複数のＣＣを使用中に伝送電力を決定する方法を提供することが望ましい。
【発明の概要】
【０００６】
　複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）上の伝送の伝送電力を制御または決定するため
の方法および装置が開示される。ＷＴＲＵは、複数のＣＣにマッピングされた複数のチャ
ネルの各々について伝送電力を設定することができる。チャネルは、少なくとも１つの物
理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を含むことができ、さらに少なくとも１つの
物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）も含むことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　さらに詳細な理解は、添付の図面と併せて一例として示した以下の説明から得ることが
できる。
【０００８】
【図１Ａ】１つまたは複数の開示される実施形態が実施されうる例示的な通信システムを
示すシステム図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示される通信システム内で使用されうる例示的なワイヤレス送信／受
信ユニット（ＷＴＲＵ）を示すシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示される通信システム内で使用されうる例示的な無線アクセスネット
ワークおよび例示的なコアネットワークを示すシステム図である。
【図２】電力増幅器（ＰＡ）を共有する２つのコンポーネントキャリア（ＣＣ）を有する
、アップリンクにおけるキャリアアグリゲーションの例を示す図である。
【図３】複数のコンポーネントキャリアＷＴＲＵにおいて伝送電力制御を実行する例示的
なプロセスを示す図である。
【図４】さまざまな実施形態による伝送電力レベルの調整を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１Ａは、１つまたは複数の開示される実施形態が実施されうる例示的な通信システム
１００を示す図である。通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセージング
、ブロードキャストなどのようなコンテンツを、複数のワイヤレスユーザに提供する多重
アクセスシステムであってもよい。通信システム１００は、複数のワイヤレスユーザが、
ワイヤレス帯域幅を含むシステムリソースの共用を通じて、そのようなコンテンツにアク
セスできるようにすることができる。たとえば、通信システム１００は、符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交
ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）などのような、
１つまたは複数のチャネルアクセス方法を採用することができる。
【００１０】
　図１Ａにおいて示されるように、通信システム１００は、ワイヤレス送信／受信ユニッ
ト（ＷＴＲＵ）１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、または１０２ｄ、無線アクセスネットワ
ーク（ＲＡＮ）１０４、コアネットワーク１０６、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８、
インターネット１１０、およびその他のネットワーク１１２を含むことができるが、開示
される実施形態は、任意の数のＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネット
ワーク要素を検討することが理解されるであろう。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２
ｃ、または１０２ｄは各々、ワイヤレス環境において操作および／または通信するように
構成された任意のタイプのデバイスであってもよい。一例として、ＷＴＲＵ１０２ａ、１
０２ｂ、１０２ｃ、または１０２ｄは、ワイヤレス信号を送信および／または受信するよ
うに構成されてもよく、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定または移動加入者ユニット、
ページャ、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップトップ、ネット
ブック、パーソナルコンピュータ、ワイヤレスセンサ、家庭用電化製品などを含むことが
できる。
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【００１１】
　通信システム１００はまた、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂを含むこともできる
。基地局１１４ａまたは１１４ｂは各々、コアネットワーク１０６、インターネット１１
０、および／またはネットワーク１１２のような１つまたは複数の通信ネットワークへの
アクセスを容易にするため、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、または１０２ｄの
うちの少なくとも１つとワイヤレスでインターフェイス接続するように構成された任意の
タイプのデバイスであってもよい。一例として、基地局１１４ａまたは１１４ｂは、無線
基地局装置（ＢＴＳ）、ＮｏｄｅＢ、ｅＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　
ｅＮｏｄｅＢ、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、ワイヤレスルータなど
であってもよい。基地局１１４ａまたは１１４ｂは各々単一の要素として示されるが、基
地局１１４ａまたは１１４ｂは、任意の数の相互接続された基地局および／またはネット
ワーク要素を含むことができることを理解されたい。
【００１２】
　基地局１１４ａはＲＡＮ１０４の一部であってもよく、ＲＡＮ１０４もまた、基地局コ
ントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、リレーノードなどの
ような、その他の基地局および／またはネットワーク要素（図示せず）を含むこともでき
る。基地局１１４ａおよび／または基地局１１４ｂは、セル（図示せず）と称されること
もある特定の地理的領域内のワイヤレス信号を送信および／または受信するように構成さ
れてもよい。セルは、セルセクタにさらに分割されてもよい。たとえば、基地局１１４ａ
に関連付けられているセルは、３つのセクタに分割されてもよい。したがって、１つの実
施形態において、基地局１１４ａは、３つの送受信機、すなわちセルのセクタごとに１つ
の送受信機を含むことができる。もう１つの実施形態において、基地局１１４ａは、多入
力多出力（ＭＩＭＯ）技術を採用することができるので、セルの各セクタに対して複数の
送受信機を使用することができる。
【００１３】
　基地局１１４ａまたは１１４ｂは、エアインターフェイス１１６を介して、ＷＴＲＵ１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、または１０２ｄのうちの１つまたは複数と通信することが
でき、エアインターフェイス１１６は（たとえば、無線周波数（ＲＦ）、マイクロ波、赤
外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光線など）任意の適切なワイヤレス通信リンクであ
ってもよい。エアインターフェイス１１６は、任意の適切な無線アクセス技術（ＲＡＴ）
を使用して確立されてもよい。
【００１４】
　さらに具体的には、前述のように、通信システム１００は、多元接続システムであって
もよく、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなどのような、１
つまたは複数のチャネルアクセス方式を採用することができる。たとえば、ＲＡＮ１０４
内の基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、または１０２ｃは、広帯域ＣＤ
ＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）を使用してエアインターフェイス１１６を確立することができるユ
ニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ：Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌ
ｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Ｔｅ
ｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）のような無線技術を実施することがで
きる。Ｗ－ＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）および／またはＥｖｏｌｖｅ
ｄ　ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）のような通信プロトコルを含むことができる。ＨＳＰＡは、
高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／または高速アップリンクパケ
ットアクセス（ＨＳＵＰＡ）を含むことができる。
【００１５】
　もう１つの実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、ま
たは１０２ｃは、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）および／またはＬ
ＴＥ－Ａ（ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）を使用してエアインターフェイス１１６を確立す
ることができる進化型ＵＭＴＳ地上波無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ：Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕ
ＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）のような無線技術を実施
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することができる。
【００１６】
　その他の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、また
は１０２ｃは、ＩＥＥＥ８０２．１６（すなわち、ＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉ
ｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ））、Ｃ
ＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２００　ＥＶ－ＤＯ、ＩＳ－２００
０（Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　２０００）、ＩＳ－９５（Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓ
ｔａｎｄａｒｄ　９５）、ＩＳ－８５６（Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　８５６）
、ＧＳＭ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ
ｉｏｎｓ）、ＥＤＧＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　Ｅ
ｖｏｌｕｔｉｏｎ）、ＧＥＲＡＮ（ＧＳＭ　ＥＤＧＥ）などのような無線技術を実施する
ことができる。
【００１７】
　図１Ａの基地局１１４ａは、たとえば、ワイヤレスルータ、Ｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ、Ｈ
ｏｍｅ　ｅＮｏｄｅＢ、またはアクセスポイントであってもよく、事業所、家庭、車両、
キャンパスなどのような、局在的な領域においてワイヤレス接続を容易にするために任意
の適切なＲＡＴを使用することができる。１つの実施形態において、基地局１１４ｂおよ
びＷＴＲＵ１０２ｃまたは１０２ｄは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡ
Ｎ）を確立するためにＩＥＥＥ８０２．１１のような無線技術を実施することができる。
もう１つの実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃまたは１０２ｄは
、ワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立するためにＩＥＥＥ８０
２．１５のような無線技術を実施することができる。さらにもう１つの実施形態において
、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃまたは１０２ｄは、セルラベースのＲＡＴ（た
とえば、Ｗ－ＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を使用し
て、ピコセルまたはフェムトセルを確立することができる。図１Ａにおいて示されるよう
に、基地局１１４ｂは、インターネット１１０に直接接続することができる。したがって
、基地局１１４ｂが、コアネットワーク１０６を介してインターネット１１０にアクセス
する必要はなくてもよい。
【００１８】
　ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６と通信することができ、コアネットワーク１
０６は音声、データ、アプリケーション、および／またはＶｏＩＰ（ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅ
ｒ　ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）サービスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１
０２ｃ、または１０２ｄのうちの１つまたは複数に提供するように構成された任意のタイ
プのネットワークであってもよい。たとえば、コアネットワーク１０６は、コール制御、
課金サービス、モバイルロケーションベースのサービス、プリペイドコール、インターネ
ット接続、ビデオ配信などを提供すること、および／またはユーザ認証のような高水準の
セキュリティを実行することができる。図１Ａにおいて示されていないが、ＲＡＮ１０４
および／またはコアネットワーク１０６が、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡ
Ｔを採用するその他のＲＡＮと直接または間接的に通信できることが理解されよう。たと
えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を使用しているＲＡＮ１０４に接続されていることに加えて
、コアネットワーク１０６はまた、ＧＳＭ無線技術を採用する別のＲＡＮ（図示せず）と
通信することもできる。
【００１９】
　コアネットワーク１０６はまた、ＰＳＴＮ１０８、インターネット１１０、および／ま
たはその他のネットワーク１１２にアクセスするためのＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１
０２ｃ、または１０２ｄのゲートウェイとしての役割を果たすこともできる。ＰＳＴＮ１
０８は、従来のアナログ電話回線サービス（ＰＯＴＳ）を提供する回線交換電話ネットワ
ークを含むことができる。インターネット１１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロト
コルスイートの伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ
）、およびインターネットプロトコル（ＩＰ）のような、共通の通信プロトコルを使用す
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る相互接続されたコンピュータネットワークおよびデバイスのグローバルシステムを含む
ことができる。ネットワーク１１２は、その他のサービスプロバイダによって所有および
／または運用される有線またはワイヤレスの通信ネットワークを含むことができる。たと
えば、ネットワーク１１２は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを採用する
ことができる１つまたは複数のＲＡＮに接続された別のコアネットワークを含むこともで
きる。
【００２０】
　通信システム１００内のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、または１０２ｄの一
部または全部は、マルチモード機能を含むことができる、すなわち、ＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃ、または１０２ｄはさまざまなワイヤレスリンクを介してさまざまな
ワイヤレスネットワークと通信するための複数の送受信機を含むことができる。たとえば
、図１Ａに示されるＷＴＲＵ１０２ｃは、セルラベースの無線技術を採用することができ
る基地局１１４ａ、およびＩＥＥＥ８０２無線技術を採用することができる基地局１１４
ｂと通信するように構成されてもよい。
【００２１】
　図１Ｂは、例示のＷＴＲＵ１０２を示すシステム図である。図１Ｂにおいて示されるよ
うに、ＷＴＲＵ１０２は、プロセッサ１１８、送受信機１２０、送信／受信要素１２２、
スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２
８、固定式メモリ１３０、取り外し可能メモリ１３２、電源１３４、全地球測位システム
（ＧＰＳ）チップセット１３６、およびその他の周辺機器１３８を含むことができる。Ｗ
ＴＲＵ１０２が、前述の要素の任意の小結合を含むことができ、引き続き実施形態に整合
することが理解されよう。
【００２２】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、特殊用途プロセッサ、標準的なプロセッサ、デ
ジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関連する１
つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特殊用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、任
意のタイプの集積回路（ＩＣ）、状態機械などであってもよい。プロセッサ１１８は、信
号符号化、データ処理、電力制御、入出力処理、および／またはＷＴＲＵ１０２がワイヤ
レス環境で操作できるようにする任意の他の機能を実行することができる。プロセッサ１
１８は、送信／受信要素１２２に結合することができる送受信機１２０に結合されてもよ
い。図１Ｂはプロセッサ１１８および送受信機１２０を別個のコンポーネントとして示す
が、プロセッサ１１８および送受信機１２０が電子パッケージまたはチップに統合されて
もよいことが理解されよう。
【００２３】
　送信／受信要素１２２は、エアインターフェイス１１６を介して基地局（たとえば、基
地局１１４ａ）に信号を送信するか、または基地局から信号を受信するように構成されて
もよい。たとえば、１つの実施形態において、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信
および／または受信するように構成されたアンテナであってもよい。もう１つの実施形態
において、送信／受信要素１２２は、たとえば、ＩＲ、ＵＶ、または可視光信号を送信お
よび／または受信するように構成されたエミッタ／検出器であってもよい。さらにもう１
つの実施形態において、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号および光信号を送信および受
信するように構成されてもよい。送信／受信要素１２２は、ワイヤレス信号の任意の組み
合わせを送信および／または受信するように構成されてもよいことが理解されよう。
【００２４】
　加えて、図１Ｂにおいて、送信／受信要素１２２は単一の要素として示されるが、ＷＴ
ＲＵ１０２は任意の数の送信／受信要素１２２を含むことができる。さらに具体的には、
ＷＴＲＵ１０２は、多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術を採用することができる。したがって
、１つの実施形態において、ＷＴＲＵ１０２は、エアインターフェイス１１６を介してワ
イヤレス信号を送信および受信するために２つまたはそれ以上の送信／受信要素１２２（
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たとえば、複数のアンテナ）を含むことができる。
【００２５】
　送受信機１２０は、送信／受信要素１２２によって送信されるべき信号を変調し、送信
／受信要素１２２によって受信される信号を復調するように構成されてもよい。前述のよ
うに、ＷＴＲＵ１０２は、マルチモード機能を有することができる。したがって、送受信
機１２０は、ＷＴＲＵ１０２が、たとえばＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１のような
複数のＲＡＴを介して通信できるようにするための複数の送受信機を含むことができる。
【００２６】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（たとえば、液晶ディスプレ
イ（ＬＣＤ）表示ユニット、または有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示ユニット）に結
合されてもよく、これらの機器からユーザ入力データを受信することができる。プロセッ
サ１１８はまた、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、および／または
ディスプレイ／タッチパッド１２８にユーザデータを出力することもできる。加えて、プ
ロセッサ１１８は、固定式メモリ１３０および／または取り外し可能メモリ１３２のよう
な、任意のタイプの適切なメモリから情報にアクセスし、適切なメモリにデータを格納す
ることができる。固定式メモリ１３０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み取り
専用メモリ（ＲＯＭ）、ハードディスク、または任意のタイプのメモリストレージデバイ
スを含むことができる。取り外し可能メモリ１３２は、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）
カード、メモリスティック、セキュアデジタル（ＳＤ）メモリなどを含むことができる。
その他の実施形態において、プロセッサ１１８は、サーバ上、またはホームコンピュータ
（図示せず）上のような、ＷＴＲＵ１０２に物理的に位置していないメモリから情報にア
クセスし、そのようなメモリにデータを格納することができる。
【００２７】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受信することができ、ＷＴＲＵ１０２内の
その他のコンポーネントへの電力の配電および／または制御を行なうように構成されても
よい。電源１３４は、ＷＴＲＵ１０２に電力を供給するための任意の適切なデバイスであ
ってもよい。たとえば、電源１３４は、１つまたは複数の乾電池（たとえば、ニッケルカ
ドミウム（ＮｉＣｄ）、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウ
ムイオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）など）、太陽電池、燃料電池などを含むことができる。
【００２８】
　プロセッサ１１８はまた、ＧＰＳチップセット１３６に結合されてもよく、ＧＰＳチッ
プセット１３６は、ＷＴＲＵ１０２の現在の場所に関するロケーション情報（たとえば、
緯度および経度）を提供するように構成されてもよい。ＧＰＳチップセット１３６からの
情報に加えて、またはその情報の代わりに、ＷＴＲＵ１０２は、基地局（たとえば、基地
局１１４ａ、または１１４ｂ）からエアインターフェイス１１６を介してロケーション情
報を受信すること、および／または２つ以上の近隣の基地局から受信されている信号のタ
イミングに基づいてその場所を決定することができる。ＷＴＲＵ１０２が、任意の適切な
場所決定の方法を用いてロケーション情報を取得することができ、引き続き実施形態に整
合することが理解されよう。
【００２９】
　プロセッサ１１８は、その他の周辺機器１３８にさらに結合されてもよく、周辺機器１
３８は、追加の特徴、機能、および／または有線もしくはワイヤレス接続を提供する１つ
または複数のソフトウェアおよび／またはハードウェアモジュールを含むことができる。
たとえば、周辺機器１３８は、加速度計、ｅ－ｃｏｍｐａｓｓ、衛星送受信機、デジタル
カメラ（写真またはビデオ用）、ＵＳＢ（ユニバーサルシリアルバス）ポート、振動装置
、テレビ送受信機、ハンドフリーヘッドセット、ブルートゥース（登録商標）モジュール
、周波数変調（ＦＭ）無線装置、デジタル音楽プレイヤ、メディアプレイヤ、テレビゲー
ムプレイヤモジュール、インターネットブラウザなどを含むことができる。
【００３０】
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　図１Ｃは、１つの実施形態によるＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６を示すシ
ステム図である。前述のように、ＲＡＮ１０４は、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を採用して、エ
アインターフェイス１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、または１０２ｃと通信
することができるが、開示される実施形態が任意の数のＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク
、またはネットワーク要素を有することができることが理解されよう。ＲＡＮ１０４はま
た、コアネットワーク１０６と通信することもできる。
【００３１】
　ＲＡＮ１０４はｅＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂ、または１４０ｃを含むことができる
が、引き続き実施形態に整合しながら、ＲＡＮ１０４は任意の数のｅＮｏｄｅＢを含むこ
とができることが理解されよう。ｅＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂ、または１４０ｃは各
々、エアインターフェイス１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、または１０２ｃ
と通信するための１つまたは複数の送受信機を含むことができる。１つの実施形態におい
て、ｅＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂ、または１４０ｃはＭＩＭＯ技術を実施することが
できる。したがって、たとえば、ｅＮｏｄｅＢ１４０ａは、複数のアンテナを使用して、
ＷＴＲＵ１０２ａにワイヤレス信号を送信し、ＷＴＲＵ１０２ａからワイヤレス信号を受
信することができる。
【００３２】
　ｅＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂ、または１４０ｃは各々、特定のセル（図示せず）に
関連付けられてもよく、無線リソース管理の決定、ハンドオーバの決定、アップリンクお
よび／またはダウンリンクにおけるユーザのスケジューリングなどを処理するように構成
されてもよい。図１Ｃに示すように、ｅＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂ、または１４０ｃ
は、Ｘ２インターフェイスを介して相互に通信することができる。
【００３３】
　図１Ｃに示されるコアネットワーク１０６は、モビリティ管理ゲートウェイ（ＭＭＥ）
１４２、サービス提供ゲートウェイ１４４、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ
）ゲートウェイ１４６を含むことができる。前述の要素は各々、コアネットワーク１０６
の一部として示されているが、それらの要素のうちのいずれかがコアネットワークオペレ
ータ以外のエンティティによって所有および／または運用されてもよいことが理解されよ
う。
【００３４】
　通常のｅＮｏｄｅＢに見られるコンポーネントに加えて、ｅＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４
０ｂ、または１４０ｃは、オプションの連結されたメモリ、送受信機、およびアンテナを
備えるプロセッサを含む。プロセッサは、複数のコンポーネントキャリアのキャリアアグ
リゲーションをサポートする方法を実行するように構成されてもよい。ｅＮｏｄｅＢ、ｅ
ＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂ、または１４０ｃは、オプションの連結されたメモリを備
えるプロセッサを含むＭＭＥ１４２に接続される。
【００３５】
　ＭＭＥ１４２は、Ｓ１インターフェイスを介してＲＡＮ１０４内のｅＮｏｄｅＢ１４２
ａ、１４２ｂ、または１４２ｃの各々に接続されてもよく、制御ノードとしての役割を果
たすことができる。たとえば、ＭＭＥ１４２は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、または１
０２ｃのユーザを認証すること、ベアラのアクティブ化／非アクティブ化、ＷＴＲＵ１０
２ａ、１０２ｂ、または１０２ｃの初期接続中に特定のサービス提供ゲートウェイを選択
することなどに責任を負うことができる。ＭＭＥ１４２はまた、ＲＡＮ１０４と、ＧＳＭ
またはＷＣＤＭＡのような他の無線技術を採用するその他のＲＡＮ（図示せず）とを切り
替えるための制御プレーン機能を提供することもできる。
【００３６】
　サービス提供ゲートウェイ１４４は、Ｓ１インターフェイスを介してＲＡＮ１０４内の
ｅＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂ、または１４０ｃの各々に接続されてもよい。サービス
提供ゲートウェイ１４４は一般に、ユーザデータパケットを、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２
ｂ、または１０２ｃとの間でルーティングおよび転送することができる。サービス提供ゲ
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ートウェイ１４４はまた、ｅＮｏｄｅＢ間ハンドオーバ中にユーザプレーンをアンカーす
ること、ダウンリンクデータがＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、または１０２ｃに使用可能
な場合にページングをトリガすること、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、または１０２ｃの
コンテキストを管理して格納することなどのようなその他の機能を実行することもできる
。
【００３７】
　サービス提供ゲートウェイ１４４はまた、ＰＤＮゲートウェイ１４６に接続されてもよ
く、ＰＤＮゲートウェイ１４６は、インターネット１１０のようなパケット交換ネットワ
ークへのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、または１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ
１０２ａ、１０２ｂ、または１０２ｃとＩＰ対応のデバイスとの間の通信を容易にするこ
とができる。
【００３８】
　コアネットワーク１０６は、その他のネットワークとの通信を容易にすることができる
。たとえば、コアネットワーク１０６は、ＰＳＴＮ１０８のような回線交換ネットワーク
へのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、または１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ１０
２ａ、１０２ｂ、または１０２ｃと従来の地上通信線通信デバイスとの間の通信を容易に
することができる。たとえば、コアネットワーク１０６は、コアネットワーク１０６とＰ
ＳＴＮ１０８との間のインターフェイスとしての役割を果たすＩＰゲートウェイ（たとえ
ば、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）サーバ）を含むことができるか、または
ＩＰゲートウェイと通信することができる。加えて、コアネットワーク１０６は、その他
のサービスプロバイダによって所有および／または運用される他の有線またはワイヤレス
ネットワークを含むことができるネットワーク１１２へのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、または１０２ｃに提供することができる。
【００３９】
　以下の例において、アップリンク伝送電力制御の手順が示される。しかし、同手順およ
び実施形態は、ダウンリンク情報、特にｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ、ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅＢ
、およびフェムトセルのアプリケーションに適用することができる。さらに、開示される
特徴／要素の任意の組み合わせが、１つまたは複数の実施形態において使用されてもよい
。
【００４０】
　たとえば物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を介するアップリンク伝送電力
制御において、１つのコンポーネントキャリア（ＣＣ）のＷＴＲＵ伝送電力ＰPUSCHは、
以下のように定義されてもよい。
　　ＰPUSCH（ｉ）＝ｍｉｎ｛ＰCMAX，１０ｌｏｇ10（ＭPUSCH（ｉ））＋ＰO_PUSCH（ｊ
）＋α（ｊ）・ＰＬ＋ΔTF（ｉ）＋ｆ（ｉ）｝　　　　　　　　　　　　式（１）
ここで、ＰCMAXは、（ＣＣの信号伝達された最大電力値、ＷＴＲＵ電力クラスの最大電力
、最大電力低減許容、許容差などのうちの１つまたは複数を考慮に入れることができる）
ＣＣの構成済みの最大ＷＴＲＵ伝送電力であってもよく、ＭPUSCH（ｉ）は、サブフレー
ムｉにスケジューリングされたリソースブロックの数で表されるＰＵＳＣＨリソース割り
当ての帯域幅であってもよく、ＰO_PUSCH（ｊ）は、上位層によって提供されるセル固有
の名目コンポーネントとＷＴＲＵ固有のコンポーネントの和を含むパラメータであっても
よい。ｊパラメータは、ＵＬ伝送モデルに関連してもよい。たとえば、ｊ＝０は、半永続
的認可に対応するＰＵＳＣＨ送信の場合、ｊ＝１は、動的スケジューリングされた認可に
対応するＰＵＳＣＨ送信の場合、ｊ＝２は、ランダムアクセス応答に対応するＰＵＳＣＨ
送信の場合である。さらに、ＰＬは、ＷＴＲＵにおいて計算されたデシベル（ｄＢ）単位
のダウンリンクパス損失推定であってもよく、ΔTF（ｉ）は、トランスポート形式に関す
るオフセットであってもよく、ｆ（ｉ）は、電力制御調整であってもよい。
【００４１】
　電力増幅器（ＰＡ）当たり１つのＣＣの場合、伝送電力についての式（１）は十分であ
る。しかし、複数のＣＣおよび潜在的に複数のＰＡがある場合、ＷＴＲＵ、ＰＡ、または
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ＣＣの制限があるため、変更が必要となることもある。１つの手法は、ＷＴＲＵ２００で
１つのＰＡを共有する２つのＣＣの場合について図２に示されるような、２つ以上のＣＣ
に共通のＰＡを使用することであってもよい。図２には２つのＣＣおよび１つのＰＡが示
されているが、ＷＴＲＵ２００は、ＣＣおよびＰＡの任意の組み合わせおよび数で構成さ
れてもよい。
【００４２】
　コンポーネントキャリア１（ＣＣ１）２０２は、ＰＵＳＣＨまたは物理アップリンク制
御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を介してアップリンク情報２０４を伝送するために使用されて
もよい。情報２０４は、プリコーダ２０６で事前コード化され、ブロック２０８でサブキ
ャリアにマッピングされ、ブロック２１０で逆高速フーリエ変換されてもよい。ＷＴＲＵ
２００は、ＷＴＲＵ１０２において示されるコンポーネントの一部または全部を有するこ
とができる。
【００４３】
　さらに図２を参照すると、コンポーネントキャリア２（ＣＣ２）２１８は、ＰＵＳＣＨ
またはＰＵＣＣＨを介してアップリンク情報２２０を伝送するために使用されてもよい。
情報２２０は、プリコーダ２２２で事前コード化され、ブロック２２４でサブキャリアに
マッピングされ、ブロック２２６で逆高速フーリエ変換されてもよい。処理された情報信
号２１１および２２７は、ＰＡ２１４を共有するために２１２において結合または多重化
されてもよい。ＰＡ２１４から送出される信号２１５は、アンテナ２１６で伝送される。
２０２および２１８のような、２つ以上のＣＣ間の電力差をある最大値に制限して、ベー
スバンドデジタル回路および／またはＰＡ２１４のダイナミックレンジを場合により制限
することが望ましい場合もある。図２はＣＣ１およびＣＣ２でＰＵＣＣＨを伝送する可能
性を示すが、ＰＵＣＣＨの伝送は、ＬＴＥ－Ａの場合のように、たとえば１次ＣＣなどの
ＣＣの１つでしか可能ではないこともある。
【００４４】
　一例として、以下の実施形態は、図２のＷＴＲＵ２００のコンポーネントを参照して説
明されるが、その他のコンポーネントおよびデバイスがそれらの実施形態を実施するため
に使用されてもよい。
【００４５】
　ＬＴＥ－ＡにおけるＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨの電力制御の実施形態が開示される。
実施形態はＬＴＥ－Ａに関連して説明されうるが、実施形態は、パケット化、ＯＦＤＭ、
またはＯＦＤＭ様のエアインターフェイス技術を使用する任意の他のシステムに適用可能
である。本明細書において説明される伝送電力処理は、メディアアクセス制御（ＭＡＣ）
、物理層（ＰＨＹ）、またはＷＴＲＵ上位層によって実行される支援ＭＡＣまたはＰＨＹ
構成を備えるＭＡＣおよびＰＨＹの組み合わせによって処理されてもよい。以下の例にお
いて、一部の構成で１つのＰＡを共有する２つのコンポーネントキャリアが説明されるが
、複数のＣＣが１つまたは複数のＰＡを共有することができる。
【００４６】
　ＷＴＲＵ２００は、最大ＣＣ電力差を考慮することなく伝送電力を設定することができ
、ＷＴＲＵ２００は、ＣＣ電力差を自律的に制限することができ、ＷＴＲＵ２００は、最
大ＣＣ電力差を信号伝達されることができ、最大ＣＣ電力差は、ＷＴＲＵで指定されるか
、またはたとえばｅＮｏｄｅＢによってなど、ネットワークによってＷＴＲＵに信号伝達
されてもよい。ＷＴＲＵ２００はまた、２０２および２１８のようなＣＣ間の電力差を制
限した後、ＣＣ伝送電力制限を実行することもできる。ＷＴＲＵ２００はまた、２０２お
よび２１８のようなＣＣ間の電力差を制限した後、ＰＡ伝送電力制限を実行することもで
きる。
【００４７】
　加えて、ＲＡＮ１０４またはネットワーク１０６は、ｅＮｏｄｅＢ１４０におけるター
ゲット信号対混信比（ＳＩＲ）を調整することができ、ＷＴＲＵ２００は、電力不均衡を
検出してＲＡＮ１０４またはネットワーク１０６に通知することができ、合計伝送電力ベ
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ースの処理は電力不均衡のために使用されてもよい。
【００４８】
　図３は、複数コンポーネントキャリアのＷＴＲＵにおいて伝送電力制御を実行するため
の例示的なプロセスを示す図である。各ＣＣについて、ＷＴＲＵは伝送電力を決定する（
３０２）。複数のコンポーネントキャリアを介して伝送しているＷＴＲＵは、課されうる
任意の制限を考慮して現在のサブフレームの伝送電力を決定することができる。例示の制
限は、ＣＣでの最大伝送電力、およびＣＣの伝送電力の組み合わせの最大伝送電力であっ
てもよい。それらの制限は、ネットワークによって課される、干渉によって生じるなど、
ＷＴＲＵ実施の機能に起因するものであってもよい。
【００４９】
　ＣＣの各ペアについて、ＷＴＲＵは、ＣＣ間の電力差がＰΔCC、ＣＣ間の許容最大電力
差よりも大きいかどうかを決定することができる（３０４）。ＣＣ間の電力差が大きい場
合、１つまたは両方のＣＣの電力は、サブフレームを伝送する前に変更されてもよい（３
０６）。電力差が大きくない場合、ＣＣの電力レベルは変更されない。
【００５０】
　ＷＴＲＵは、任意の制限および最大伝送デルタ値を明らかにするように現在のサブフレ
ームで単独で、または一緒に使用されるべき各コンポーネントキャリアの伝送電力を決定
することができる。次いで、ＷＴＲＵは、各キャリアの電力レベルを、チャネル優先順位
、またはＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、または一例としてコンポーネントキャリアの間の電力
差に基づいて単独で、または一緒に調整することができる。
【００５１】
　図４は、さまざまな実施形態による伝送電力レベルの調整を示す図である。ＣＣ１とＣ
Ｃ２との電力差がＣＣ間の許容最大電力差、ＰΔCC４０２よりも大きい場合、ＣＣ２の伝
送電力レベルは引き上げられてもよく、その結果ＰΔCC４０４と等しいかまたはＰΔCC４
０４よりも小さい伝送電力差に低減される。ＣＣ１とＣＣ２との電力差がＣＣ間の許容最
大電力差、ＰΔCC４０６よりも大きい場合、ＣＣ１の伝送電力レベルは引き下げられても
よく、その結果ＰΔCC４０８と等しいかまたはＰΔCC４０８よりも小さい伝送電力差に低
減される。ＣＣ１とＣＣ２との電力差がＣＣ間の許容最大電力差、ＰΔCC４１０よりも大
きい場合、ＣＣ１の伝送電力レベルは引き下げられてもよく、ＣＣ２の伝送電力レベルは
引き上げられてもよく、その結果ＰΔCC４１２と等しいかまたはＰΔCC４１２よりも小さ
い伝送電力差に低減される。
【００５２】
　１つの実施形態において、ＷＴＲＵは、最大ＣＣ電力差を考慮することなく伝送電力を
設定することができる。１つのＰＡを共有するＫ個のコンポーネントキャリアの場合、Ｗ
ＴＲＵ伝送電力ＰTx（ｉ）（サブフレームｉで１つのＰＡにより伝送される電力）を設定
する方法は以下のとおりである。
【００５３】
【数１】

【００５４】
ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＝ｍｉｎ｛ＰEMAX，１０ｌｏｇ10（ＭPUSCH（ｉ，ｋ））＋ＰO_PUSCH

（ｊ）＋α（ｊ）・ＰＬ＋ΔTF（ｉ）＋ｆ（ｉ）｝　　　　　　　　式（３）
ここで、ｋはＰＡを共有するｋ番目のＣＣであってもよく、ＭPUSCH（ｉ，ｋ）は、サブ
フレームｉでＣＣｋにスケジューリングされたリソースブロックの数で表されるＰＵＳＣ
Ｈリソース割り当ての帯域幅であってもよく、ＰO_PUSCH（ｊ）は、上位層によって提供
されるセル固有の名目コンポーネントとＷＴＲＵ固有のコンポーネントの和を含むパラメ
ータであってもよく、α（ｉ）は、上位層によって提供されるセル固有のパラメータであ
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ってもよく、ＰＬはＷＴＲＵにおいて計算されたダウンリンクパス損失推定であってもよ
く、ΔTF（ｉ）はトランスポート形式に関するオフセットであってもよく、ｆ（ｉ）は、
電力制御調整関数であってもよい。ＰO_PUSCH、α（ｊ）、ＰＬ、ΔTF（ｉ）、およびｆ
（ｉ）の個々のパラメータもまた、ＣＣ固有であってもよい。ＰEMAXは、ＣＣの構成され
た最大ＷＴＲＵ伝送電力であってもよく（ＰEMAXは、ＰEMAX（ｋ）をｋ番目のＣＣの構成
済み最大ＷＴＲＵ伝送電力として定義する場合のようにＣＣ固有であってもよいか、また
はＰEMAXは、すべての構成済みのアップリンク（ＵＬ）ＣＣに共通であってもよい）、Ｐ

AMAXは、場合によっては最大電力低減（ＭＰＲ）だけ低減された、ＰＡの最大伝送電力で
あってもよい。
【００５５】
　ＰEMAXおよびＰAMAXは、２つの電力制限を表すことができる。最大電力、ＰEMAXは、セ
ル内の干渉を制御するために所与のＣＣで任意のＷＴＲＵによって伝送されうる最大値で
ある。この最大電力は、ｅＮｏｄｅＢによって構成され、上位層（たとえば、システム情
報ブロック（ＳＩＢ）、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）、または無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ）シグナリング）を通じてＷＴＲＵに信号伝達されてもよい。ＰEMAXは、セル固有、Ｃ
Ｃ固有、ＷＴＲＵ固有、サービス固有、またはセル、ＣＣ、ＷＴＲＵ、およびサービス固
有の組み合わせに基づいてもよい。
【００５６】
　ＰAMAX、ＰＡによって伝送されうる最大電力は、ＷＴＲＵで指定される事前定義済みの
パラメータであってもよく、電力クラスのような、その機能の関数であってもよい。ＰAM

AXは、ＰＡをその線形動作領域に抑制するために使用されてもよい。ＷＴＲＵが複数のＰ
Ａを有する場合、ＰAMAXの値がＰＡごとに異なる可能性がある。あるいは、最大電力は、
ＰＡの数とは関わりなく合計伝送電力に基づいて定義されてもよい。
【００５７】
　同時のＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨの場合、ＰＵＣＣＨ伝送電力は、以下のように式（
２）に含まれてもよい。
【００５８】
【数２】

【００５９】
ＰPUCCH（ｉ，ｋ）＝ｍｉｎ｛ＰEMAX，ＰO_PUCCH＋ＰＬ＋ｈ（ｎCQI，ｎHARQ）＋ΔF_PUC

CH（Ｆ）＋ｇ（ｉ）｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式（５）
ここで、ｋは関心対象のＰＡを共有するサブフレームｉ内のｋ番目のＣＣであってもよく
、ＰO_PUCCHは、上位層によって提供されるセル固有の名目コンポーネントとＷＴＲＵ固
有のコンポーネントの和を含むパラメータであってもよく、ＰＬはアップリンクパス損失
推定であってもよく、ｈ（ｎCQI，ｎHARQ）は、ｎCQIがチャネル品質情報の情報ビットの
数に対応し、ｎHARQがＨＡＲＱビットの数であるＰＵＣＣＨのフォーマット従属の値であ
ってもよく、ΔF_PUCCH（Ｆ）はＰＵＣＣＨフォーマット１ａに関連するＰＵＣＣＨフォ
ーマット（Ｆ）に対応し、上位層により提供されてもよく、ｇ（ｉ）は電力制御調整関数
であってもよい。個々のパラメータは、ＣＣ固有であってもよい。式（４）の合計演算は
、線形形式で行なわれてもよく、結果として得られる値は、デシベル（ｄＢ）形式に変換
されて戻されてもよい。
【００６０】
　もう１つの実施形態において、ＷＴＲＵは、ＣＣ電力差を自律的に制限することができ
る。たとえば、図２に示されるようなアーキテクチャの実装形態において、ＰＵＳＣＨま
たはＰＵＣＣＨを搬送している可能性のある２つ以上のＣＣ間の電力差をある最大レベル
まで制限することが望ましい場合もある。そうすることで、ベースバンドデジタル回路お
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よび／またはＰＡのダイナミックレンジを制限することができるか、またはより強いＣＣ
からより弱いＣＣへの隣接チャネル漏洩比（ＡＣＬＲ：Ａｄｊａｃｅｎｔ　Ｃｈａｎｎｅ
ｌ　Ｌｅａｋａｇｅ　Ｒａｔｉｏ）の影響を制限することができる。これは新しいパラメ
ータＰΔCCの定義を伴うが、ＰΔCCは、所与のＰＡまたは特定のＣＣまたはＣＣのグルー
プ（たとえば、同じ帯域内のＣＣ，同じ帯域内の連続するＣＣなど）に対して指定されて
もよいか、すべてのＣＣに使用するため、さらにＰPUSCH（および／またはＰPUCCH）を計
算するために、１つの値がＷＴＲＵに指定されてもよい。追加のステップの結果は、ＰΔ

CCの差の制限を満たすように、式（２）および式（４）におけるように決定された電力レ
ベルとは異なる電力レベルでＣＣを伝送することであってもよい。以下で、ＰＵＳＣＨの
みがサブフレームｉで伝送されうると仮定されてもよいが、ＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨとの
許容最大電力差が場合によってはＣＣ間の許容最大電力差とは異なる同時のＰＵＳＣＨお
よびＰＵＣＣＨの場合まで拡張されてもよい。
【００６１】
　この実施形態の第１の方法において、たとえば特定のＰＡにマッピングされたＫ個のＣ
Ｃなど、電力差制限を持つＫ個のＣＣの場合について、ＰPUSCH（ｉ，ｋ）（サブフレー
ムｉ内の各ＣＣｋの伝送電力）はＰＵＳＣＨ伝送のために最初に式（３）を使用して計算
される。次いで、これらの値の最大値は、以下のように決定されてもよい。
　　Ｐ1（ｉ）＝ｍａｘ｛ＰPUSCH（ｉ，１），ＰPUSCH（ｉ，２）・・・，ＰPUSCH（ｉ，
Ｋ）｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式（６）
Ｐ1（ｉ）は、サブフレームｉにおける電力レベルの中間変数である。次に、サブフレー
ムｉ内の各ＣＣｋの伝送電力は、以下のように電力差要件を考慮に入れて調整されてもよ
い。
　　ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＝ｍａｘ｛ＰPUSCH（ｉ，ｋ），Ｐ1（ｉ）－ＰΔCC｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式（７）
ここで、ＰΔCCは、最高電力のＣＣに関して、ＣＣ間の最大電力差（ｄＢ単位）であって
もよい。
【００６２】
　すべてのＣＣに対して同じであるＰEMAXの場合、ＣＣ電力差が超過されないようにする
調整の結果、ＣＣがＰEMAXを超える可能性は全くない。しかし、１つまたは複数のＣＣに
対して異なるであろうＣＣ当たりの伝送電力制限が定義される可能性はある。この場合、
ＰΔCCの差の要件を満たすようにＣＣの電力を増大させることで、ＣＣの最大伝送電力、
ＰEMAX（ｋ）、および／またはＰＡの最大伝送電力、ＰAMAXに違反する可能性もある。
【００６３】
　同時のＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨの場合、式（６）および式（７）は以下のように変
更されてもよく、ｉはサブフレームであり、ｋはＣＣであってｋ＝１、２、．．．Ｋ、さ
らにＫはＵＬ　ＣＣの数である。
　　Ｐ1（ｉ）＝ｍａｘ｛ＰPUSCH（ｉ，１）＋ＰPUCCH（ｉ，１），ＰPUSCH（ｉ，２）＋
ＰPUCCH（ｉ，２）・・・，ＰPUSCH（ｉ，Ｋ）＋ＰPUCCH（ｉ，Ｋ）｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式（８）
　　ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＝ｍａｘ｛ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＋ＰPUCCH（ｉ，ｋ），ＰΔCC・Ｐ1

（ｉ）｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式（９）
これは、ＣＣ間の電力差を減少させるより弱いＣＣの電力を高めることができる。
【００６４】
　前述のように、各ＣＣｋの伝送電力は、最高電力のＣＣに関して調整されてもよい。あ
るいは、この実施形態の第２の方法において、各ＣＣｋの伝送電力は、以下のように最低
電力のＣＣに関して調整されてもよい。最初に、これらの値の最小値は、以下のように決
定されてもよい。
　　Ｐ1（ｉ）＝ｍｉｎ｛ＰPUSCH（ｉ，１），ＰPUSCH（ｉ，２）・・・，ＰPUSCH（ｉ，
Ｋ）｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式（１０）
次に、サブフレームｉ内の各ＣＣｋの伝送電力は、以下のように電力差要件を考慮に入れ
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て調整されてもよい。
　　ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＝ｍｉｎ｛ＰPUSCH（ｉ，ｋ），Ｐ1（ｉ）＋ＰΔCC｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式（１１）
これは、ＣＣ間の電力差を減少させるより強いＣＣの電力を減少させることができる。
【００６５】
　この実施形態の式７および式１１については、代替が存在しうる。たとえば、より大き
い電力を、過剰な差の半分だけ減少させること、およびより低い電力を過剰な差の半分だ
け増大させることであり、以下のようになる。
　｜ＰPUSCH（ｉ，ｋ）－ＰPUSCH（ｉ，ｊ）｜＞ＰΔCC、ただしｋ≠ｊである場合、
　　＊　ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＞ＰPUSCH（ｉ，ｊ）であれば、
　　　　ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＝ＰPUSCH（ｉ，ｋ）－（ＰPUSCH（ｉ，ｋ）－ＰPUSCH（ｉ，
ｊ）－ＰΔCC）／２
　　　　ＰPUSCH（ｉ，ｊ）＝ＰPUSCH（ｉ，ｊ）＋（ＰPUSCH（ｉ，ｋ）－ＰPUSCH（ｉ，
ｊ）－ＰΔCC）／２
　　＊　それ以外の場合（すなわち、ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＜ＰPUSCH（ｉ，ｊ）であれば）
、
　　　　ＰPUSCH（ｉ，ｊ）＝ＰPUSCH（ｉ，ｊ）－（ＰPUSCH（ｉ，ｊ）－ＰPUSCH（ｉ，
ｋ）－ＰΔCC）／２
　　　　ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＝ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＋（ＰPUSCH（ｉ，ｊ）－ＰPUSCH（ｉ，
ｋ）－ＰΔCC）／２
【００６６】
　さらに一般的には、係数のセット、αおよびβは、２つのＣＣをスケーリングするため
に使用されてもよく、たとえば以下のようになる。
　｜ＰPUSCH（ｉ，ｋ）－ＰPUSCH（ｉ，ｊ）｜＞ＰΔCCである場合、ただしｋ≠ｊとする
　　＊　ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＞ＰPUSCH（ｉ，ｊ）であれば、
　　　　ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＝ＰPUSCH（ｉ，ｋ）－（ＰPUSCH（ｉ，ｋ）－ＰPUSCH（ｉ，
ｊ）－ＰΔCC）・α
　　　　ＰPUSCH（ｉ，ｊ）＝ＰPUSCH（ｉ，ｊ）＋（ＰPUSCH（ｉ，ｋ）－ＰPUSCH（ｉ，
ｊ）－ＰΔCC）・β
　　＊　それ以外の場合（すなわち、ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＜ＰPUSCH（ｉ，ｊ）であれば）
、
　　　　ＰPUSCH（ｉ，ｊ）＝ＰPUSCH（ｉ，ｊ）－（ＰPUSCH（ｉ，ｊ）－ＰPUSCH（ｉ，
ｋ）－ＰΔCC）・α
　　　　ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＝ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＋（ＰPUSCH（ｉ，ｊ）－ＰPUSCH（ｉ，
ｋ）－ＰΔCC）・β
【００６７】
　α＋β＝１であり、αおよびβは以下の例のうちの１つに従って決定されうるとすれば
、αおよびβは、α＝β＝１／２であるように、すべてのＣＣに対して等しく決定されて
もよい。あるいは、２次コンポーネントキャリア（ＳＣＣ）とも呼ばれる、すべての非ア
ンカーキャリアのスケールファクタは、１次ＣＣ（ＰＣＣ）（ＰＵＣＣＨ（複数可）また
はその他の合意済み信号伝達を搬送するＣＣを意味する）とも呼ばれる、アンカーキャリ
アを考慮する前に等しく決定されてもよい。あるいは、値は、ＣＣごとに異なる重みを使
用して同時に決定されてもよく、重みは、（１）許可ベース、（２）事前定義済み（構成
されるか、または事前構成される）、（３）ＣＣタイプ（アンカーまたは非アンカー）に
基づく、または（４）ＣＣあたりの最大電力に基づいてもよい。
【００６８】
　あるいは、値は、一度に１つのＣＣずつ決定されてもよく、ＣＣの電力は、最大ＣＣ電
力差が超過されなくなるまで低減されてもよい。ＣＣは、以下の方法のうちの１つまたは
複数で選択されてもよい。一例として、順序はＣＣのタイプ（１次または２次）により選
択されてもよい。たとえば、ＳＣＣが最初に選択され、次いでＰＣＣが選択されてもよい
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。あるいは、すべてのＳＣＣが同等に低減されてもよい。各ＳＣＣは、それぞれ異なる重
み付けがされてもよく、重みは、たとえば許可ベース、または事前定義されてもよい。も
う１つの例は、ＰＣＣが最初に選択され、続いてＳＣＣが選択されるものである。さらに
、チャネル優先順位の合意に基づく事前定義済みの順序、または許可ベースの順序が使用
されてもよい。順序はまた、降順または昇順のいずれかで、ＣＣヘッドルームに基づいて
もよい。順序は、最初の伝送であるか、または再伝送であるかに基づいてもよい。たとえ
ば、最初に選択されるのは、最初の伝送となるＣＣである。もう１つの例は、ハイブリッ
ド自動再送要求（ＨＡＲＱ）再伝送であるＣＣを最初に選択するものである。すべてのＣ
Ｃが最初の伝送または再伝送のいずれかである場合、本明細書において説明されるもう１
つの実施形態が使用される。これは、より弱いＣＣの電力を高めること、およびより強い
ＣＣの電力を低減することができ、それによりＣＣ間の電力差を減少させることができる
。
【００６９】
　もう１つの実施形態において、最大ＣＣ伝送電力は、ＣＣ間の電力差を制限したのちに
制限されてもよい。たとえば、前述のＣＣ電力差を制限する追加のステップを行なった後
に、ＣＣのＰＵＳＣＨ電力レベルが式（３）のＰEMAXよりも大きい場合、ＷＴＲＵは以下
のうちの１つを実行することができる。ＷＴＲＵは、この特定のサブフレームにおいて遅
延耐性サービスの伝送をドロップすることができ、必要に応じて、ＰEMAXおよびＰΔCCの
要件が順守されるように、対応するＣＣの電力レベルを削減することができる。好ましく
は、電力削減は、誤り耐性サービスを搬送するＣＣの電力が先に低減されるように行なわ
れてもよい。あるいは、電力は、比例規則に従って（たとえば、同じ割合で）削減されて
もよい。
【００７０】
　あるいは、ＷＴＲＵは、いずれのサービスをドロップすることもなく、誤り耐性サービ
スを搬送するＣＣの電力が先に低減されるように、ＰEMAXおよびＰΔCCの要件を順守する
ために電力レベルを削減することができる。結合の場合、遅延耐性サービスの電力は削減
されてもよい。ＷＴＲＵはまた、ＰEMAX制限に違反している各ＣＣについて伝送電力を、
ＰEMAXおよびＰΔCCの要件を共に過不足なく順守するように削減することもできる。
【００７１】
　あるいは、ＷＴＲＵは、ＰΔCC制限が違反されるが、ＰEMAX制限は違反されないことを
承認して、ＰEMAXに違反する任意のＣＣの電力を低減することができる。電力削減は、誤
り耐性サービスを搬送するＣＣの電力が先に低減されるように行なわれてもよい。結合の
場合、遅延耐性サービスの電力は削減されてもよい。伝送電力はまた、比例規則に従って
（たとえば、同じ割合で）削減されてもよい。あるいは、ＣＣの伝送電力は、ＰΔCC要件
に違反しているＣＣのペアの数が最小化されうるように調整されてもよい。あるいは、各
ＣＣの伝送電力は、同じ量（たとえば、ＰEMAX制限が違反されないように同じ絶対値）だ
け低減されてもよい。
【００７２】
　あるいは、電力は、ＰEMAX制限が違反されることを承認して、すべてのＣＣについてす
でに計算されたとおりにしておくこともできる。あるいは、ＷＴＲＵは、ＰEMAXおよびＰ

ΔCC制限がいずれも違反されることを承認して、ＰEMAXに違反する任意のＣＣの中間電力
レベルを選択することができる。
【００７３】
　あるいは、または上記の任意の手順を実行しているＷＴＲＵに加えて、ＷＴＲＵはイベ
ント（たとえば、ＰEMAXおよび／またはＰΔCC要件の違反）をｅＮｏｄｅＢにレポートす
ることができる。次いで、ｅＮｏｄｅＢは、指定された最大ＣＣ電力差および／またはＰ

EMAXが超過されていないことを確認するために必要なステップを行なうことができる。ｅ
ＮｏｄｅＢは、ＷＴＲＵがＰEMAXおよびＰΔCCの要件を満たすのを助けるような方法でＴ
ＰＣコマンドが確実に発行される閉ループ電力制御を通じて、このステップを行なうこと
ができる。
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【００７４】
　あるいは、または閉ループ電力制御と併せて、ｅＮｏｄｅＢは、ＡＭＣ方式およびＵＬ
許可割り振り（割り振られるＵＬリソースブロックの量）への調整を使用して、ＷＴＲＵ
がＰEMAXおよびＰΔCCの要件を満たせるよう助けることができる。レポートは、新しいメ
ディアアクセス制御（ＭＡＣ）要素、またはＣＣ固有の電力ヘッドルーム値をレポートす
るＬＴＥ電力ヘッドルームレポート機構への拡張を使用して行なわれてもよい。
【００７５】
　再び同時のＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨ伝送の場合を参照すると、前述のＣＣ電力差を
制限する追加のステップを行なった後に、ＣＣのＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨの合計電力
がＰEMAXよりも大きい場合、すなわち、サブフレームｉ内の任意のＣＣｋについてＰEMAX

＜ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＋ＰPUCCH（ｉ，ｋ）である場合、ＷＴＲＵは以下のようにＣＣのＰ
ＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨ伝送電力を低減することができる。ＷＴＲＵは、ＰＵ
ＳＣＨよりもＰＵＣＣＨを優先させることができる。ＰＵＳＣＨ電力は、ＰEMAX要件、Ｐ

ΔCC要件、またはその両方を満たすように調整されてもよい。あるいは、ＰΔCC要件、Ｐ

EMAX要件、または両方のうちのいずれか１つが、前述のように違反されてもよい。ＷＴＲ
Ｕは、調整済みのＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ電力レベルの合計電力がＰEMAXを超過すること
がないように、ＣＣの伝送電力を同じ量だけ低減することができる。
【００７６】
　あるいは、ＷＴＲＵは、比例係数だけＣＣ上のＰＵＳＣＨ伝送電力および／またはＰＵ
ＣＣＨ伝送電力を低減することができ、比例係数は、調整済みのＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ
電力レベルの合計電力がＰEMAXを超過することがないように、同じ割合の低減として、ま
たは優先順位／ＱｏＳおよび／または必要とされる伝送電力により決定されてもよい。
【００７７】
　もう１つの実施形態において、最大ＰＡ伝送電力は、ＣＣ間の電力差を制限したのちに
制限されてもよい。前述のＣＣ電力差を制限する追加のステップを行なった後に、ＣＣの
ＰＵＳＣＨ電力レベルの和がＰAMAXよりも大きい、すなわちサブフレームｉ内のＣＣにつ
いて
【００７８】

【数３】

【００７９】
である場合、ＷＴＲＵは以下の手順の１つを実行することができる。ＷＴＲＵは、この特
定のサブフレームにおいて遅延耐性サービスの伝送をドロップすることができ、必要に応
じて、ＰAMAXおよびＰΔCCの要件が順守されるように、対応するＣＣの電力レベルを削減
することができる。電力削減は、誤り耐性サービスを搬送するＣＣの電力が先に低減され
るように行なわれてもよい。あるいは、電力は、比例規則に従って（たとえば、同じ割合
で）削減されてもよい。
【００８０】
　ＷＴＲＵは、いずれのサービスをドロップすることもなく、誤り耐性サービスを搬送す
るＣＣの電力が先に低減されるように、ＰAMAXおよびＰΔCCの要件を順守するために電力
レベルを削減することができる。結合の場合、ＷＴＲＵは、遅延耐性サービスの電力を削
減することができる。あるいは、ＷＴＲＵは、ＰAMAX制限に違反している各ＣＣについて
伝送電力を、ＰAMAXおよびＰΔCCの要件を共に過不足なく順守するように削減することも
できる。
【００８１】
　あるいは、ＷＴＲＵは、ＰΔCC制限が違反されるが、ＰAMAX制限は違反されないことを
承認して、ＰAMAXに違反する任意のＣＣの電力を低減することができる。好ましくは、電
力削減は、誤り耐性サービスを搬送するＣＣの電力が先に低減されるように行なわれても
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よい。結合の場合、ＷＴＲＵは、遅延耐性サービスの電力を削減することができる。ある
いは、伝送電力は、比例規則に従って（たとえば、同じ割合で）削減されてもよい。ある
いは、ＷＴＲＵは、ＰΔCC要件に違反しているＣＣのペアの数が最小化されるようにＣＣ
の伝送電力を調整することができる。あるいは、ＷＴＲＵは、各ＣＣの伝送電力を、ＰAM

AX制限が違反されないように同じ量（つまり、同じ絶対値）だけ低減することができる。
【００８２】
　あるいは、ＷＴＲＵは、制限が違反されることを承認して、電力を、すべてのＣＣにつ
いてすでに計算されたとおりにしておくことができる。ＷＴＲＵはまた、ＰAMAXおよびＰ

ΔCC制限がいずれも違反されることを承認して、ＰAMAXに違反する任意のＣＣの中間電力
レベルを選択することもできる。
【００８３】
　あるいは、または上記の任意の手順を実行しているＷＴＲＵに加えて、ＷＴＲＵはイベ
ント（ＰAMAXおよび／またはＰΔCC要件の違反）をｅＮｏｄｅＢにレポートすることがで
きる。次いで、ｅＮｏｄｅＢは、指定された最大ＣＣ電力差および／またはＰAMAXが超過
されていないことを確認するために必要なステップを行なうことができる。ｅＮｏｄｅＢ
は、ＷＴＲＵがＰAMAXおよびＰΔCCの要件を順守するのを助けるような方法でＴＰＣコマ
ンドが確実に発行される閉ループ電力制御を通じて、このステップを行なうことができる
。あるいは、または閉ループ電力制御と併せて、ｅＮｏｄｅＢはまた、ＡＭＣ方式および
ＵＬ許可割り振り（割り振られるＵＬリソースブロックの量）への調整を使用して、ＷＴ
ＲＵがＰAMAXおよびＰΔCCの要件を満たせるよう助けることができる。レポートは、新し
いＭＡＣ制御要素、またはＣＣ固有の電力ヘッドルーム値をレポートするＬＴＥ電力ヘッ
ドルームレポート機構への拡張を使用して行なわれてもよい。
【００８４】
　同時のＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨの場合について、前述のＣＣ電力差を制限する追加
のステップを行なった後に、ＣＣのＰＵＳＣＨ（複数可）およびＰＵＣＣＨ（複数可）の
合計電力がＰAMAXよりも大きい場合、すなわち、サブフレームｉ内の任意のＣＣｋについ
て
【００８５】

【数４】

【００８６】
である場合、ＷＴＲＵは以下のように各ＣＣのＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨ伝送
電力を低減することができる。ＷＴＲＵは、ＰＵＳＣＨよりもＰＵＣＣＨを優先させるこ
とができる。ＷＴＲＵは、ＰAMAX要件、ＰΔCC要件、またはその両方を満たすようにＰＵ
ＳＣＨの電力を調整することができる。あるいは、上記の方法において、ＰΔCC要件、Ｐ

EMAX要件、またはその両方が違反されてもよい。
【００８７】
　あるいは、ＷＴＲＵは、調整済みのＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ電力レベルの合計電力がＰ

AMAXを超過しないように、各ＣＣの伝送電力を同じ量だけ低減することができる。あるい
は、ＷＴＲＵは、比例係数だけ各ＣＣ上のＰＵＳＣＨ伝送電力および／またはＰＵＣＣＨ
伝送電力を低減することができ、比例係数は、ＰAMAX制限が違反されないように（たとえ
ば、ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ伝送電力レベルの和がＰAMAXを超過しないように）、同じ割
合の低減として、または優先順位／ＱｏＳおよび／または必要とされる伝送電力により決
定されてもよい。
【００８８】
　もう１つの実施形態において、ＷＴＲＵは、最大ＣＣ電力差を考慮することなく伝送電
力を設定する。ＷＴＲＵは、ＣＣごとに伝送電力と最大電力制約とのバランスを取り戻す
ことができる。ＣＣ当たりの合計電力は、サブフレームｉ内の各ＣＣｋについて以下のよ
うになる。
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　　ＰCC（ｉ、ｋ）＝ＰPUCCH（ｉ，ｋ）＋ＰPUSCH（ｉ，ｋ）　　　　　式（１２）
ＰCC（ｉ、ｋ）＞ＰEMAX（ｉ，ｋ）である場合、ＷＴＲＵは、以下のように重み係数β（
ｋ）を調整することによりＰCC（ｉ、ｋ）をＰEMAX（ｉ，ｋ）に制限することができる。
　　ＰCC（ｉ、ｋ）＝ＰPUCCH（ｉ，ｋ）＋β（ｋ）＊ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＝ＰEMAX（ｋ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式（１３）
電力低減は、ＰＵＳＣＨ電力のみに適用されてもよいが、ＰＵＣＣＨしかない場合、電力
低減はＰＵＣＣＨにも適用されてもよい。
【００８９】
　あるいは、ＷＴＲＵは、すべてのＣＣ電力の和と最大電力制約とのバランスと取り戻す
ことができる。すべてのＣＣの合計データおよび制御電力ならびに合計伝送電力は、以下
のように表されてもよい。
【００９０】
【数５】

【００９１】
Ｐdataは、データチャネルの電力レベルを表す中間変数である。Ｐcontrolは、制御チャ
ネルの電力レベルを表す中間変数である。
【００９２】
　ＰTx（ｉ）＞ＰAMAX（ｋ）である場合、ＷＴＲＵは、以下のように設定変数βTxを調整
することによりＰTx（ｉ）をＰAMAXに制限することができる。
　　ＰTx（ｉ）＝Ｐcontrol（ｉ，ｋ）＋βTx＊Ｐdata（ｉ，ｋ）＝ＰAMAX

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式（１７）
電力低減は、ＰＵＳＣＨ電力のみに適用されてもよいが、ＰＵＣＣＨしかない場合、電力
低減はＰＵＣＣＨに同様に適用されてもよい。ＷＴＲＵはまた、式（１１）の手順を使用
することができ、次いで式（１２）～（１７）を適用することによりＣＣ電力差を自律的
に制限することができる。
【００９３】
　もう１つの実施形態において、電力不均衡は、合計伝送電力に基づいて処理されてもよ
い。シングルキャリアの既存のＡＣＬＲ要件が複数のＣＣ操作について保持されうると仮
定すれば、合計伝送電力ベースのアルゴリズムは、キャリア間の最大電力差を処理するた
めに使用されてもよい。合計伝送電力がＷＴＲＵの最大電力を超過しない場合、内部およ
び外部ループ電力制御機構は、不均衡を処理することができる。合計伝送電力がＷＴＲＵ
の最大電力を超過する場合、上記で説明される電力低減アルゴリズムが、不均衡を処理す
るために使用されてもよい。
【００９４】
　ＷＴＲＵは、複数のキャリア操作中に複数のキャリアにわたりその合計電力を共有する
ことができる。さまざまな電力増幅器、ミキサなどを含むこともある、非線形の潜在源が
フロントエンドにある場合がある。一般に、複数のＣＣの信号対雑音比（ＳＮＲ）は、単
一のＣＣにおけるＳＮＲよりも劣ることもある。その理由は、複数のＣＣが合計電力を供
給し、さらに相互に変調してＡＣＬＲに寄与することにある。ＡＣＬＲは、特定のハード
ウェア構成が、単一または複数のＣＣ信号によって、および同じ合計電力で、単一のＣＣ
信号により交互に駆動されるために、増大されることがある。したがって、複数のＣＣの
最大電力差が発生する場合、攻撃側キャリアからのスペクトル漏洩により、被害側キャリ
アのＳＮＲの低下が生じることがある。この低下を防ぐため、許容ＡＣＬＲ（シングルキ
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ャリアの既存のＡＣＬＲ要件と類似する）は、複数のＣＣ操作に対して保持される必要が
ある。
【００９５】
　ｅＮｏｄｅＢは、ＤＬ　ＴＰＣコマンドのような既存の電力制御機構を使用することに
より、複数のＣＣのＵＬ伝送電力の差が所与のＷＴＲＵの特定のしきい値内に収まるよう
にすることで、電力不均衡を解決することができる。このしきい値は、事前定義されても
よいか、またはネットワークによってｅＮｏｄｅＢに信号伝達されてもよい。
【００９６】
　この実施形態を使用してより近いＵＬ　ＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨ受信電力
を保持する例は、以下のとおりであってもよい。複数のＣＣのＵＬ　ＰＵＳＣＨおよび／
またはＰＵＣＣＨ受信電力の差が所与のしきい値よりも大きい場合、ｅＮｏｄｅＢは、被
害側ＣＣの推定ＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨ　ＳＩＲを、そのＰＵＳＣＨおよび
／またはＰＵＣＣＨ　ＳＩＲターゲットにオフセットを加えたものと比較して、ＴＰＣコ
マンドを生成することができる。可能性の高い結果は、被害側ＣＣのＰＵＳＣＨおよび／
またはＰＵＣＣＨ電力の増大と、複数のＣＣ間の電力不均衡の減少であってもよい。複数
のＣＣ間のＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨ受信電力の差が所与のしきい値を超えな
い場合、２つの独立したループ電力制御は、ＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨ　ＳＩ
Ｒターゲットをオフセットすることなく実行されてもよい。
【００９７】
　一例として、ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１およびＳＩＲＴａｒｇｅｔ２は、各ＣＣについて構
成されたＳＩＲターゲットを表すものとする。単一のＳＩＲＴａｒｇｅｔが構成されても
よく、その場合ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１＝ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２である。Ｒｘ１およびＲｘ
２は、それぞれＣＣ１およびＣＣ２に対して、ｅＮｏｄｅＢにより測定されたＵＬ　ＰＵ
ＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨ受信電力を表すものとする。ＭＡＸ＿ｐｗｒ＿ＤＥＬＴ
Ａは、Ｒｘ１およびＲｘ２の間の最大所望差を表すものとする。最後に、ＴＡＲＧＥＴ＿
ＯＦＦＳＥＴは、上位層により与えられるＳＩＲＴａｒｇｅｔ１またはＳＩＲＴａｒｇｅ
ｔ２を調整するために使用されるオフセットを表すものとする。
【００９８】
　以下の例において、２つのコンポーネントキャリアの事例が示され、ここでＳＩＲ１は
、第１のコンポーネントキャリアの信号対干渉比を表し、ＴＰＣ１は、第１のコンポーネ
ントキャリアのＷＴＲＵにより受信される伝送電力制御コマンドを表す。これに対して、
ＳＩＲ２は、第２のコンポーネントキャリアの信号対干渉比を表し、ＴＰＣ２は、第２の
コンポーネントキャリアのＷＴＲＵにより受信される伝送電力制御コマンドを表す。しか
し、プロセスは、必要に応じて、複数のコンポーネントキャリアに拡大されてもよい。
【００９９】
　複数のＣＣに対する２つの独立した内部ループ電力制御アルゴリズムは、以下の形式を
とることができる。
＊　（Ｒｘ１－Ｒｘ２＞ＭＡＸ＿ｐｗｒ＿ＤＥＬＴＡ）である場合、
　　　ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１＿ｃｕｒｒｅｎｔ＝ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１
　　　ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２＿ｃｕｒｒｅｎｔ＝ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２＋ＴＡＲＧＥＴ＿
ＯＦＦＳＥＴ
　　　（ＳＩＲ１＜ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１＿ｃｕｒｒｅｎｔ）である場合、
　　　　　ＴＰＣ１はＵＰに設定される
　　　それ以外の場合、ＴＰＣ１はｄｏｗｎに設定される
　　　（ＳＩＲ２＜ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２＿ｃｕｒｒｅｎｔ）である場合、
　　　　　ＴＰＣ２はＵＰに設定される
　　　それ以外の場合、ＴＰＣ２はｄｏｗｎに設定される
＊　それ以外の場合（Ｒｘ２－Ｒｘ１＞ＭＡＸ＿ｐｗｒ＿ＤＥＬＴＡ）であれば、
　　　ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１＿ｃｕｒｒｅｎｔ＝ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１＋ＴＡＲＧＥＴ＿
ＯＦＦＳＥＴ
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　　　ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２＿ｃｕｒｒｅｎｔ＝ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２
　　　（ＳＩＲ１＜ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１＿ｃｕｒｒｅｎｔ）である場合、
　　　　　ＴＰＣ１はＵＰに設定される
　　　それ以外の場合、ＴＰＣ１はｄｏｗｎに設定される
　　　（ＳＩＲ２＜ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２＿ｃｕｒｒｅｎｔ）である場合、
　　　　　ＴＰＣ２はＵＰに設定される
　　　それ以外の場合、ＴＰＣ２はｄｏｗｎに設定される
＊　それ以外の場合、
　　　ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１＿ｃｕｒｒｅｎｔ＝ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１
　　　ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２＿ｃｕｒｒｅｎｔ＝ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２
　　　（ＳＩＲ１＜ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１＿ｃｕｒｒｅｎｔ）である場合、
　　　　　ＴＰＣ１はＵＰに設定される
　　　それ以外の場合、ＴＰＣ１はｄｏｗｎに設定される
　　　（ＳＩＲ２＜ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２＿ｃｕｒｒｅｎｔ）である場合、
　　　　　ＴＰＣ２はＵＰに設定される
　　　それ以外の場合、ＴＰＣ２はｄｏｗｎに設定される
【０１００】
　このアルゴリズムは、２つのＣＣのＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨ受信電力の差
が所与のしきい値内にあり、しかも両方のＣＣにおいてＳＩＲＴａｒｇｅｔ品質を満たす
ことを確実にすることができる。アルゴリズムは、ＱｏＳの観点からは好ましくないこと
もある攻撃側ＣＣのＳＩＲＴａｒｇｅｔを低減することにより同じ目標を達成するように
変更されてもよい。
【０１０１】
　あるいは、共同ＵＬ複数ＣＣ内部ループ電力制御アルゴリズムの例示的な実施形態は、
以下の形式をとることができる。ＳＩＲ１およびＳＩＲ２は、それぞれＣＣ１およびＣＣ
２の測定されたＳＩＲレベルを示すものとする。ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１およびＳＩＲＴａ
ｒｇｅｔ２は、各ＣＣについて構成されたＳＩＲターゲットを表すものとする。単一のＳ
ＩＲＴａｒｇｅｔが構成されてもよく、その場合ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１＝ＳＩＲＴａｒｇ
ｅｔ２である。Ｒｘ１およびＲｘ２は、それぞれＣＣ１およびＣＣ２に対して測定された
ＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨ受信電力を表すものとする。ＳｔｅｐＳｉｚｅは、
ｅＮｏｄｅＢから受信されたＵＰまたはＤＯＷＮコマンドに従ってＷＴＲＵにより適用さ
れうる電力の増大または減少を表すものとする。ＴＰＣ１およびＴＰＣ２は、ｅＮｏｄｅ
ＢがＣＣ１およびＣＣ２に対して生成したＵＰまたはＤＯＷＮ　ＴＰＣコマンドを表すも
のとする。ＴＰＣ１およびＴＰＣ２は、共同内部ループ電力制御アルゴリズムの出力であ
ってもよい。ＭＡＸ＿ｐｗｒ＿ＤＥＬＴＡは、Ｒｘ１およびＲｘ２の間の最大所望差を表
すものとする。
【０１０２】
　次いで、共同で決定される内部ループ電力制御コマンドは、以下のように導かれてもよ
い。
＊　（ＳＩＲ１＜ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１）かつ（ＳＩＲ２＜ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２）であ
る場合、
　　　ＴＰＣ１はＵＰに設定され、ＴＰＣ２はＵＰに設定される
＊　それ以外の場合、（ＳＩＲ１＜ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１）かつ（ＳＩＲ２＞ＳＩＲＴａ
ｒｇｅｔ２）であれば、
　　　（Ｒｘ１＜Ｒｘ２）である場合、
　　　　　ＴＰＣ１はＵＰに設定され、ＴＰＣ２はＤＯＷＮに設定される
　　　それ以外の場合（すなわち、Ｒｘ１＞Ｒｘ２）
　　　　　（Ｒｘ１－Ｒｘ２＋２＊ＳｔｅｐＳｉｚｅ）＜ＭＡＸ＿ｐｗｒ＿ＤＥＬＴＡで
あれば、
　　　　　　　ＴＰＣ１はＵＰに設定され、ＴＰＣ２はＤＯＷＮに設定される
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　　　　　それ以外の場合、
　　　　　　　ＴＰＣ１はＵＰに設定され、ＴＰＣ２はＵＰに設定される
＊　それ以外の場合（ＳＩＲ１＞ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１）かつ（ＳＩＲ２＜ＳＩＲＴａｒ
ｇｅｔ２）であれば、
　　　（Ｒｘ１＞Ｒｘ２）である場合、
　　　　　ＴＰＣ１はＤＯＷＮに設定され、ＴＰＣ２はＵＰに設定される
　　　それ以外の場合（すなわち　、Ｒｘ１＜Ｒｘ２）
　　　　　（Ｒｘ２－Ｒｘ１＋２＊ＳｔｅｐＳｉｚｅ）＜ＭＡＸ＿ｐｗｒ＿ＤＥＬＴＡで
あれば、
　　　　　　　ＴＰＣ１はＤＯＷＮに設定され、ＴＰＣ２はＵＰに設定される
　　　　　それ以外の場合、
　　　　　　　ＴＰＣ１はＵＰに設定され、ＴＰＣ２はＵＰに設定される
＊　それ以外の場合（ＳＩＲ１＞ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１）かつ（ＳＩＲ２＞ＳＩＲＴａｒ
ｇｅｔ２）であれば、
　　　ＴＰＣ１はＤＯＷＮに設定され、ＴＰＣ２はＤＯＷＮに設定される
上記で説明されるアルゴリズムは、ＣＣ当たりの電力の最大差を満たすよりも先に、各Ｃ
ＣのＳＩＲＴａｒｇｅｔ品質に到達することを優先させる。アルゴリズムは、１つまたは
両方のＣＣでＳＩＲＴａｒｇｅｔを満たさないことを代償として、最大キャリア電力差に
より早く到達するように変更されてもよい。
【０１０３】
　あるいは、ｅＮｏｄｅＢは、ＷＴＲＵの各ＣＣの合計受信電力の差が特定のしきい値内
に確実に収まるようにすることができる。もう１つの実施形態において、ｅＮｏｄｅＢは
、上記で説明される電力照合アルゴリズムを適用することができ、各ＣＣに提供されるス
ケジューリング許可の差が特定のしきい値内に確実に収まるようにすることができる。も
う１つの実施形態において、ｅＮｏｄｅＢは、各ＣＣについてＰＵＳＣＨおよび／または
ＰＵＣＣＨの内部ループ電力制御コマンドを独立して決定することができる。この操作は
、たとえば、受信したＳＩＲを各ＣＣのターゲットＳＩＲと比較することにより行なわれ
てもよい。ｅＮｏｄｅＢはまた、スケジューリング許可が十分に使用されうると仮定して
、両方のＣＣのＷＴＲＵからの合計受信電力の差があらかじめ定められたしきい値内に確
実に収まるようにすることにより、２つのＣＣにわたりスケジューリング許可を共同で決
定することもできる。
【０１０４】
　上記で説明される実施形態のいずれかにおいて、最大電力差しきい値は、事前構成され
てもよいか（たとえば、事前定義済みの「ｈａｒｄ　ｖａｌｕｅ」）、またはｅＮｏｄｅ
Ｂへの信号伝達を通じてネットワークによって構成されてもよい。
【０１０５】
　もう１つの実施形態において、ＷＴＲＵは、チャネル優先順位を考慮に入れて電力差を
自律的に制限することができる。ＷＴＲＵは、ＣＣの優先順位および／またはそれらのＣ
Ｃにより搬送されているチャネルに基づいてＣＣのチャネル（たとえば、ＰＵＳＣＨおよ
び／またはＰＵＣＣＨ）の電力を調整する方法でＣＣ間の電力差を制限することができる
。
【０１０６】
　ＣＣの間、および／またはＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの間に許容される最大伝送電力差が
あってもよい。これは、たとえばｅＮｏｄｅＢによってＷＴＲＵに信号伝達される、標準
の構成された値（複数可）により課される制限であってもよい。制限は、ＷＴＲＵによっ
て超過されることがないように、またはＷＴＲＵは差を制限することを許可されるが、制
限を義務づけられることはないように、定義されてもよい。ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの間
の許容最大電力差は、ＣＣの間の許容最大電力差と同じであっても、または異なっていて
もよい。
【０１０７】
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　ＷＴＲＵが、たとえば、チャネル間および／またはＣＣ間の最大電力差を超過すること
を回避するために、同一または異なるＣＣのＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨなど、
１つまたは複数のチャネルの電力を増大させることができるように定義されてもよい。
【０１０８】
　一例として、所与のサブフレームにおいて、ＷＴＲＵは、たとえば、チャネル間および
／またはＣＣ間の最大電力差を超過することを回避するために、同一または異なるＣＣの
ＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨなど、１つまたは複数のチャネルの電力を増大させ
ることができる。この操作は、電力がチャネルの電力制御公式に基づいて伝送されるべき
チャネルについて計算された後、および最大ＣＣおよび／または最大ＷＴＲＵ電力制限を
超過することを回避するようにスケーリングまたはその他の電力低減が行なわれた後に、
実行されてもよい。
【０１０９】
　あるいは、ＷＴＲＵが、たとえば、チャネル間および／またはＣＣ間の最大電力差を超
過することを回避するために、同一または異なるＣＣのＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳ
ＣＨなど、１つまたは複数のチャネルの電力を増大または減少させることができるように
定義されてもよい。これは、ＷＴＲＵが１つまたは複数のチャネルの電力を増大させるこ
とができ、１つまたは複数の他のチャネルの電力を低減することができる可能性を含む。
【０１１０】
　一例として、所与のサブフレームにおいて、ＷＴＲＵは、たとえば、チャネル間および
／またはＣＣ間の最大電力差を超過することを回避するために、同一または異なるＣＣの
ＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨなど、１つまたは複数のチャネルの電力を増大また
は低減することができる。この操作は、電力がチャネルの電力制御公式に基づいて伝送さ
れるべきチャネルについて計算された後、および最大ＣＣおよび／または最大ＷＴＲＵ電
力制限を超過することを回避するようにスケーリングまたはその他の電力低減が行なわれ
た後に、実行されてもよい。
【０１１１】
　ＷＴＲＵは、以下の実施形態のうちの１つまたは複数に従うことができる。実施形態は
、単独で、または任意の組み合わせで使用されてもよい。
【０１１２】
　ＷＴＲＵは、チャネルおよび／またはＣＣの間の最大電力差を超過することを回避する
ために必要な最小量だけ、チャネルの電力を高める（または下げる）ことができる。
【０１１３】
　ＷＴＲＵは、最大ＣＣ電力制限および最大ＷＴＲＵ電力制限が超過されないように、チ
ャネルの電力を高めることだけができる。
【０１１４】
　ＷＴＲＵは、ＣＣの間の最大電力差が先に超過される原因となる最も弱い（最低電力の
）ＣＣの電力を高めることができる。
【０１１５】
　ＷＴＲＵがＣＣの電力を高める（または下げる）ことは、すなわち、ＣＣによって搬送
されているチャネル（複数可）の電力を、たとえばスケーリングするなど、高める（また
は下げる）ことであってもよい。
【０１１６】
　ＷＴＲＵは、ＣＣの間の最大電力差が先に超過される原因となる最も高い優先順位の弱
いＣＣの電力を高めることができる。優先順位は、たとえば最高から最低の優先順位への
、ＰＵＣＣＨ、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）を持つＰＵＳＣＨ、ＵＣＩを持たないＰ
ＵＳＣＨのような、電力スケーリングに定義された規則によって決定されてもよい。一例
として、ＷＴＲＵが、電力Ｐ１でＵＣＩを持つＰＵＳＣＨを搬送する１次コンポーネント
キャリア（ＰＣＣ）、電力１でＰＵＳＣＨを搬送する２次コンポーネントキャリア１（Ｓ
ＣＣ１）、電力２でＰＵＳＣＨを搬送するもう１つの２次コンポーネントキャリア２（Ｓ
ＣＣ２）という３つのＣＣを有する場合、Ｐ２＞Ｐ１であり、Ｐ２－Ｐ１がＣＣ間の最大
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電力差を超過するとき、ＷＴＲＵは、ＰＣＣとＳＣＣ２との間の制限を超過することを回
避するためにＰＣＣ上のＰＵＳＣＨの電力を先に高める（増大させる）ことができる。
【０１１７】
　ＷＴＲＵがそのＣＣともう１つのＣＣとの間の最大電力差を超過することを回避するた
めにＣＣの電力を正常に高めるかまたは下げると直ちに、ＷＴＲＵは、ＣＣ間の最大電力
差が超過される原因となるもう１つのＣＣの電力を高めるかまたは下げることができる。
【０１１８】
　ＣＣ間の最大電力差の超過を解決するためにＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨを搬送するＣ
Ｃの電力を高めるとき、ＷＴＲＵは、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨの電力を同等にスケー
リングすることができる。
【０１１９】
　ＣＣ最大電力制限またはＷＴＲＵ最大電力制限に違反することなく２つのＣＣ間の最大
電力差の超過を解決するのに十分な高さにチャネルの電力を高めることが不可能である場
合、ＷＴＲＵはより低い優先順位のチャネルまたはＣＣをドロップすることができる。
【０１２０】
　ＷＴＲＵは、ＣＣの１つのペア間の伝送電力差に同時に対処することにより、ＣＣ間の
最大電力差を超過しているＣＣ間の伝送電力差を低減しようと試みることができる。ＷＴ
ＲＵは、最大電力差を有するペアから始めること、および／または最高優先順位のチャネ
ル（複数可）を搬送するＣＣを含むペアから始めることもできる。
【０１２１】
　ＣＣ間の最大電力差の超過を解決するためにＣＣ（たとえばＣＣ１）の電力を高めると
き、ＣＣ１の電力がもう１つのＣＣ（たとえばＣＣ２）の電力を超過するようにスケーリ
ングが必要である場合、ＣＣ間の最大電力差が超過されなくなるまで、もしくは最大ＣＣ
またはＷＴＲＵ電力制限が到達された結果、ＷＴＲＵが１つまたは複数のＣＣまたはチャ
ネルをドロップするまで、電力が上げられるので、それらのＣＣ（たとえば、ＣＣ１およ
びＣＣ２）の電力が等しいままであるように、ＷＴＲＵはＣＣ２をスケーリングする。
【０１２２】
　ＷＴＲＵは、ＣＣの間の最大電力差が超過される原因となる最も低い優先順位の強いＣ
Ｃの電力を低減することができる。優先順位は、たとえば最高から最低の優先順位の、Ｐ
ＵＣＣＨ、ＵＣＩを持つＰＵＳＣＨ、ＵＣＩを持たないＰＵＳＣＨのような、電力スケー
リングに定義された規則によって決定されてもよい。一例として、ＷＴＲＵが、電力Ｐ１
でＵＣＩを持つＰＵＳＣＨを搬送するＰＣＣ、電力２でＰＵＳＣＨを搬送するＳＣＣとい
う２つのＣＣを有する場合、Ｐ２＞Ｐ１であり、Ｐ２－Ｐ１がＣＣ間の最大電力差を超過
するとき、ＷＴＲＵは、ＰＣＣとＳＣＣとの間の制限を超過することを回避するためにＳ
ＣＣ上のＰＵＳＣＨの電力を低減することができる。
【０１２３】
　ＰＵＳＣＨ電力がＰＵＣＣＨ電力よりも高い場合に、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨとの間の
最大電力差を解決するため、ＷＴＲＵは、最大ＣＣおよびＷＴＲＵ電力制限が超過される
ことがない限りＰＵＣＣＨ電力を増大させることができる。最大ＣＣおよび／またはＷＴ
ＲＵ電力制限が超過される可能性がある場合、ＷＴＲＵは、その代わりに、またはそれに
加えて、ＰＵＳＣＨ電力を低減することができる。
【０１２４】
　ＰＵＳＣＨ電力がＰＵＣＣＨ電力よりも高い場合に、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨとの間の
最大電力差を解決するため、ＷＴＲＵは、ＰＵＳＣＨ電力を低減することができる。
【０１２５】
　一部の実施形態による例示のＷＴＲＵ手順は、以下のように示される。最初に（ステッ
プ１と呼ぶ）、ＷＴＲＵは、合意済み電力制御式、および該当する場合、ＣＣ当たりの最
大伝送電力および最大ＷＴＲＵ伝送電力制限の超過を回避することに関する規則に基づい
てチャネルごとに伝送電力を決定する。
【０１２６】
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　第２に（ステップ２と呼ぶ）、たとえばＰＣＣのＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨ、ＰＣＣ
およびＳＣＣ、または１つのＳＣＣともう１つのＳＣＣなど、チャネルの各ペアまたはＣ
Ｃの各ペアについて、最高から最低の伝送電力差に、以下の操作が実行されてもよい。許
容最大デルタ電力（ＣＣ間またはチャネル間）が超過される場合、ＷＴＲＵはより弱いＣ
Ｃの伝送電力を増大させて、ＣＣ間の最大電力差の超過を解決することができるか、また
はＷＴＲＵは、より弱いチャネルの伝送電力を増大させて、チャネル間の最大電力差の超
過を解決することができる。ＣＣ（たとえば、ＰＣＣ）のＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨの
場合、ＷＴＲＵは、両方のチャネルを同等に増大させて、ＣＣ間の最大電力差を解決する
ことができる。ＷＴＲＵは、最大デルタ電力がもはや超過しなくなるまで（この場合、ペ
アが１つあるか、または手順が行なわれる場合次のペアに進むことができる）、または増
大するチャネル、または最大ＷＴＲＵ電力のいずれかの最大ＣＣ電力に到達するまで、電
力を増大させる（たとえば、スケーリングする）ことができ、その場合、ＷＴＲＵは方法
Ａまたは方法Ｂを続行することができる。
【０１２７】
　方法Ａの場合、ＣＣ（またはチャネル）間に優先順位の差があれば、ＷＴＲＵは、ペア
のうちのより低い優先順位のＣＣ（またはチャネル）をドロップすることができる。チャ
ネル間に優先順位の差がなければ、ＷＴＲＵは、ペアのうちのより弱いほうをドロップす
ることができる。ＷＴＲＵは、ペアがある場合、次のペアへと進むことができる。次のペ
アに進む前に、残っているＣＣ（またはチャネル）が、電力が増大されたものである場合
、ＷＴＲＵはその電力をステップ１からの元の値に戻すことができる。
【０１２８】
　方法Ｂの場合、より強いＣＣまたはチャネルがより弱いＣＣまたはチャネルと同じかま
たはそれより低い優先順位であれば、ＷＴＲＵは、最大デルタ電力がもはや超過しなくな
るまでより強いＣＣまたはチャネルの電力を低減することができる。より強いＣＣまたは
チャネルが、より弱いＣＣまたはチャネルよりも高い優先順位であれば、ＷＴＲＵは、よ
り弱いほうをドロップすることができる。
【０１２９】
　しかし、チャネルがドロップされる場合、次のペアへと続行するのではなく、アルゴリ
ズムはすべての残りのチャネルについてステップ１または２から再開されてもよい。
【０１３０】
　以下に説明するのは、最大ＣＣ電力差を信号伝達して信号伝達された値を使用する例示
的な方法である。
【０１３１】
　ＷＴＲＵは、その最大ＣＣ電力差をｅＮｏｄｅＢに信号伝達することができる。ｅＮｏ
ｄｅＢがＷＴＲＵのＣＣまたはＰＡ（複数可）の最大ＣＣ電力差を認識できるとするなら
ば、ｅＮｏｄｅＢは、そのＷＴＲＵのその電力制御手順において、および／またはそのＷ
ＴＲＵの電力制御パラメータを決定するとき、および／またはＷＴＲＵの伝送のスケジュ
ーリングのようなリソースを配分するときに、最大ＣＣ電力差を考慮に入れることができ
る。
【０１３２】
　ｅＮｏｄｅＢは、信号伝達された最大ＣＣ電力差が超過されないようにすることができ
る。たとえば、ｅＮｏｄｅＢは、ＷＴＲＵに送信するすべてのＰＣパラメータ（ＰO_PUSC

H、α（ｊ）、ＭPUSCH（ｉ）、ΔTF（ｉ）、およびｆ（ｉ）を含む）の知識を有しており
、ＷＴＲＵからの電力ヘッドルームレポートから各ＵＬ　ＣＣのパス損失を推定すること
ができる。その場合、ｅＮｏｄｅＢは、ＣＣ当たりのＵＬ許可および／またはＣＣ当たり
の送信機電力制御（ＴＰＣ）コマンドを制御することにより、ＣＣ間の最大電力制限を確
実にすることができる。
【０１３３】
　以下に説明するのは、最大ＣＣ電力差の指定、および指定された値を使用する例示的な
方法である。
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【０１３４】
　ＷＴＲＵがサポートすることができる最大ＣＣ電力差は、指定されるか暗示されてもよ
い。たとえば、１つの指定されるテストシナリオは、所与の電力差を持つ２つのＣＣを含
むことができ、その電力差はすべてのテストシナリオの中で最大の電力差であり、この電
力差はＷＴＲＵがサポートすべき最大ＣＣ電力差であってもよい。あるいは、必要とされ
る最大ＣＣ電力差は、明示的に指定されてもよい。ｅＮｏｄｅＢがＷＴＲＵにＣＣごとに
ＰEMAXを提供し、ＰEMAXはＣＣごとに異なる場合、ＰEMAXの値の中で最大の伝送電力差は
、ＰΔCCと等しいかまたはＰΔCCよりも小さくてもよい。
【０１３５】
　ｅＮｏｄｅＢにおける電力制御は、指定された最大ＣＣ電力差が超過されないようにす
ることができる。ｅＮｏｄｅＢは、ＣＣ電力差が超過されないような方法でＴＰＣコマン
ドが確実に発行されうる閉ループ電力制御を通じて、この操作を行なうことができる。あ
るいは、または閉ループ電力制御と併せて、ｅＮｏｄｅＢは、適応変調および符号化（Ａ
ＭＣ：ａｄａｐｔｉｖｅ　ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｃｏｄｉｎｇ）方式およびＵ
Ｌ許可割り振り（割り振られるＵＬリソースブロックの量）への調整を使用して、最大Ｃ
Ｃ電力差がその制限を下回る状態にしておくことができる。
【０１３６】
　以下に説明するのは、ＷＴＲＵにおける伝送電力計算処理の例示的な方法である。
【０１３７】
　ＰΔCCを考慮しない伝送電力の計算のような伝送電力計算、ＰΔCC要件を考慮する調整
、ＰEMAX要件を考慮する電力削減、ＰAMAX要件、またはそれらの任意の組み合わせのいず
れかは、ＭＡＣ、ＰＨＹ、またはＭＡＣ／ＰＨＹ副層／層の両方において行なわれてもよ
い。最終的な伝送電力計算は、符号化、変調、およびアンテナ／リソースマッピングのよ
うなＰＨＹ層処理の前に、すべての必要な調整と共にＷＴＲＵにより行なわれてもよい。
【０１３８】
　サービス／ＱｏＳ構成情報は、ＲＲＣのようなＷＴＲＵの上位層によりＭＡＣ／ＰＨＹ
に提供されてもよい。ＵＬの複数のＰＵＳＣＨおよびダウンリンク（ＤＬ）の物理ダウン
リンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のような、複数のトランスポートチャネルのトランス
ポートともまた、ＬＴＥ－Ａにおいて使用されてもよい。それらのトランスポートチャネ
ルのサービス／ＱｏＳ属性とＣＣとの間のマッピングは、伝送電力レベルへのさまざまな
制約が順守されるように、ＷＴＲＵによって行なわれてもよい。
【０１３９】
　相互に連携し、場合によっては無線リンク制御（ＲＬＣ）層から支援を受けるＭＡＣま
たはＰＨＹまたは両方の層は、ＣＣへのサービスデータフローのさまざまなマッピングの
伝送電力を継続的に推定して、ｅＮｏｄｅＢに最終的にレポートされるバッファ状況レポ
ート（ＢＳＲ）が長期的に、リソース許可の割り振り、およびＰEMAX、ＰAMAX、またはＰ

ΔCCのような伝送電力制約を違反させるＭＣＳに至ることがないように、マッピングを選
択することができる。
【０１４０】
　ＰEMAX、ＰAMAX、またはＰΔCCの制約の１つまたは複数を考慮に入れて、ＣＣ間のバッ
ファ占有のバランスを取ろうとする試みにもかかわらず実現可能な解決策がない場合、Ｗ
ＴＲＵが前述のようにｅＮｏｄｅＢに通知して、ＣＣ固有のヘッドルームおよび／または
ＰＡ固有のヘッドルームおよび／または最大ＣＣ電力差のような入力をｅＮｏｄｅＢに提
供することができるように、ＷＴＲＵは、ＣＣベースでそのＢＳＲをｅＮｏｄｅＢにレポ
ートすることができる。ＣＣからＰＡへのマッピングの再構成は、任意の電力制限の超過
を回避するために実行されてもよい。
【０１４１】
　以下に説明するのは、ｅＮｏｄｅＢにおけるターゲットＳＩＲのネットワーク調整の例
示的な方法である。
【０１４２】
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　ネットワークは、ＷＴＲＵが複数のＣＣで動作している場合、さまざまなＰＵＳＣＨお
よび／またはＰＵＣＣＨ　ＳＩＲターゲットでｅＮｏｄｅＢを構成することができる。ｅ
ＮｏｄｅＢは、ＳＣＣがアクティブ化または構成される場合、それらの値を使用すること
ができる。次いで、ｅＮｏｄｅＢは、非アンカーＳＣＣが非アクティブ化されるか、また
は構成されない場合、単一のＣＣ　ＳＩＲターゲットに戻ることができる。さまざまなＳ
ＩＲターゲットは、非アンカーＣＣ（複数可）がアクティブ化されている場合、所与のＷ
ＴＲＵのｅＮｏｄｅＢにおいてＳＩＲターゲットに適用されるＳＩＲオフセットを用いて
、ネットワークによってｅＮｏｄｅＢに信号伝達されてもよい。
【０１４３】
　以下に説明するのは、電力不均衡の検出およびレポートの例示的な方法である。
【０１４４】
　ＷＴＲＵは、電力不均衡状態を検出することができ、それをネットワークに信号伝達す
ることができる。電力不均衡状態が存在することを宣言するため、ＷＴＲＵは、１つのＣ
Ｃで伝送される合計電力ともう１つのＣＣで伝送される合計電力との間の電力差を決定し
て、その値をしきい値と比較することができる。あるいは、ＷＴＲＵは、１つのＣＣで伝
送される合計電力ともう１つのＣＣで伝送されるＰＵＣＣＨ電力との間の電力差を、しき
い値と比較する、およびその逆を行なうことができる。ＷＴＲＵは、それらの操作をサブ
フレームごとに実行することができる。電力差のいずれかがしきい値を上回る場合、ＷＴ
ＲＵは、状態をネットワークに通知することができる。ＷＴＲＵはまた、電力不均衡状態
が検出される一連のサブフレームの数をカウントすることもできる。カウントは、電力不
均衡状態が検出されないサブフレームでリセットされてもよい。カウントが特定の値に達
すると、ＷＴＲＵは、電力不均衡状態をネットワークに通知することができる。
【０１４５】
　通知は、ｅＮｏｄｅＢで終了するのでＭＡＣ／ＰＨＹの新しいフィールドを介して送信
されてもよい。あるいは、ＷＴＲＵは、状態を指示するＲＲＣメッセージをネットワーク
に送信することができる。このＲＲＣメッセージは、測定レポートであってもよい。一例
として、ＷＴＲＵは、ＭＡＣ制御要素（ＣＥ）を介して情報を送信することができる。そ
のような場合、電力不均衡状態の検出は、そのＭＡＣ　ＣＥを送信するためのトリガとし
ての役割を果たすことができる。情報は、たとえば、既存のＭＡＣ　ＣＥの未使用ビット
で搬送されてもよい。あるいは、新しいフィールドは、既存のＭＡＣ　ＣＥで導入されて
もよいか、または新しいＭＡＣ　ＣＥが導入されてもよい。
【０１４６】
実施形態
１．　共通電力増幅器（ＰＡ）を使用して２つ以上のコンポーネントキャリア（ＣＣ）で
伝送するための伝送電力制御の方法であって、
　チャネルの合計伝送電力が共通ＰＡの構成済み最大電力を下回るように、共通ＰＡを使
用している複数のＣＣにマッピングされた複数のチャネルの各々の伝送電力を設定するス
テップを備えることを特徴とする方法。
２．　チャネルは少なくとも１つの物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を含む
ことを特徴とする実施形態１に記載の方法。
３．　チャネルは少なくとも１つの物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を含む
ことを特徴とする実施形態１および２のいずれか一項に記載の方法。
４．　ＣＣ電力差を自律的に制限するステップをさらに備えることを特徴とする実施形態
１から３のいずれか一項に記載の方法。
５．　ＣＣ間の電力差を減少させるためにより弱いＣＣの電力を高めるステップをさらに
備えることを特徴とする実施形態４に記載の方法。
６．　より強いＣＣからより弱いＣＣへの隣接チャネル漏洩比（ＡＣＬＲ）の影響を制限
することにより、２つ以上のＰＵＳＣＨ間の電力差を制限するステップをさらに備えるこ
とを特徴とする実施形態４または５のいずれか一項に記載の方法。
７．　ＣＣ間の電力差を減少させるためにより強いＣＣの電力を低減するステップをさら
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に備えることを特徴とする実施形態４から６のいずれか一項に記載の方法。
８．　より強いＣＣの電力を低減するステップと、
　より弱いＣＣの電力を高めるステップとをさらに備えることを特徴とする実施形態４か
ら７のいずれか一項に記載の方法。
９．　ＣＣの電力は以下のアルゴリズムに従って調整されることを特徴とする実施形態８
に記載の方法。
　　ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＝ＰPUSCH（ｉ，ｋ）－（ＰPUSCH（ｉ，ｋ）－ＰPUSCH（ｉ，ｊ）
－ＰΔCC）・α
　　ＰPUSCH（ｉ，ｊ）＝ＰPUSCH（ｉ，ｊ）＋（ＰPUSCH（ｉ，ｋ）－ＰPUSCH（ｉ，ｊ）
－ＰΔCC）・β
　　ただし、ｋ≠ｊかつＰPUSCH（ｉ，ｋ）＞ＰPUSCH（ｉ，ｊ）として、｜ＰPUSCH（ｉ
，ｋ）－ＰPUSCH（ｉ，ｊ）｜＞ＰΔCCであることを条件とする
　　ＰPUSCH（ｉ，ｊ）＝ＰPUSCH（ｉ，ｊ）－（ＰPUSCH（ｉ，ｊ）－ＰPUSCH（ｉ，ｋ）
－ＰΔCC）・α
　　ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＝ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＋（ＰPUSCH（ｉ，ｊ）－ＰPUSCH（ｉ，ｋ）
－ＰΔCC）・β
　　ただし、α＋β＝１として、ＰPUSCH（ｉ，ｋ）＜ＰPUSCH（ｉ，ｊ）であることを条
件とする
１０．　αおよびβの値は、
　アンカーＣＣの前に非アンカーＣＣを同等に選択するステップと、
　ＣＣごとに異なる重みを割り当てるステップと、
　最大ＣＣ電力差が超過されなくなるまで同時に１つのＣＣの電力を低減するステップの
うちの１つまたはその組み合わせによって決定されることを特徴とする実施形態９に記載
の方法。
１１．　電力は、事前定義済みの値に基づいて低減されるか、電力は許可ベースで低減さ
れるか、電力はＣＣヘッドルームに基づいて低減されるか、または電力はＣＣが最初の伝
送または再伝送のいずれであるかに基づいて低減されることを特徴とする実施形態１０に
記載の方法。
１２．　最大ＣＣ電力差を信号伝達するステップをさらに備えることを特徴とする実施形
態１から１１のいずれか一項に記載の方法。
１３．　ワイヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）伝送のリソースを割り振るときに最
大ＣＣ電力差を使用するステップをさらに備えることを特徴とする実施形態１２に記載の
方法。
１４．　ターゲット信号対混信比（ＳＩＲ）を調整するステップをさらに備えることを特
徴とする実施形態１から１３のいずれか一項に記載の方法。
１５．　複数ＣＣを使用する場合、異なるＰＵＣＣＨまたはＰＵＣＣＨ　ＳＩＲターゲッ
トでｅＮｏｄｅＢを構成するステップをさらに備えることを特徴とする実施形態１４に記
載の方法。
１６．　非アンカーＣＣが非アクティブ化されることを条件に、単一のＣＣ　ＳＩＲター
ゲットを使用するステップをさらに備えることを特徴とする実施形態１４または１５のい
ずれか一項に記載の方法。
１７．　非アンカーＣＣがアクティブ化されることを条件として、ＳＩＲターゲットに適
用されるＳＩＲオフセットによりさまざまなＳＩＲターゲットが信号伝達されることを特
徴とする実施形態１６に記載の方法。
１８．　電力不均衡を検出してネットワークに通知するステップをさらに備えることを特
徴とする実施形態１から１７のいずれか一項に記載の方法。
１９．　第１のＣＣで伝送される合計電力と第２のＣＣで伝送される合計電力との間の電
力差を、あらかじめ定められたしきい値と比較するステップをさらに備えることを特徴と
する実施形態１８に記載の方法。
２０．　第２のＣＣで伝送される合計電力ではなく、伝送される合計ＰＵＣＣＨ電力が考
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慮されることを特徴とする実施形態１９に記載の方法。
２１．　比較は各サブフレームについて行なわれることを特徴とする実施形態１８から２
０のいずれか一項に記載の方法。
２２．　電力不均衡状態が検出される一連のサブフレームの数をカウントするステップを
さらに備えることを特徴とする実施形態１８から２１のいずれか一項に記載の方法。
２３．　カウントは、電力不均衡状態がサブフレーム中に検出されないことを条件として
リセットされることを特徴とする実施形態２２に記載の方法。
２４．　通知は、カウントがあらかじめ定められた値に到達することを条件として送信さ
れることを特徴とする実施形態２１または２２のいずれか一項に記載の方法。
２５．　通知は、メディアアクセス制御（ＭＡＣ）または物理層（ＰＨＹ）の新しいフィ
ールドを介して送信されることを特徴とする実施形態２４に記載の方法。
２６．　通知は無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージであることを特徴とする実施形態
２４に記載の方法。
２７．　ＲＲＣメッセージは測定レポートであることを特徴とする実施形態２６に記載の
方法。
２８．　通知は、システム情報（ＳＩ）メッセージを介して送信され、電力不均衡状態は
ＳＩを送信するためのトリガであることを特徴とする実施形態２４に記載の方法。
２９．　通知はＳＩの未使用ビットを介して送信されることを特徴とする実施形態２４に
記載の方法。
３０．　新しいフィールドはＳＩに導入されるか、またはビットの組み合わせが再解釈さ
れることを特徴とする実施形態２４に記載の方法。
３１．　電力不均衡の合計伝送電力ベースの処理をさらに備えることを特徴とする実施形
態１から３０のいずれか一項に記載の方法。
３２．　内部および外部ループ機構は、合計伝送電力が最大ＷＴＲＵ電力を超過しないこ
とを条件として、電力不均衡を処理することを特徴とする実施形態３１に記載の方法。
３３．　許容隣接チャネル漏洩率（ＡＣＬＲ：Ａｄｊａｃｅｎｔ　Ｃｈａｎｅｌ　Ｌｅａ
ｋａｇｅ　Ｒａｔｉｏ）要件は、単一のＣＣ操作と同じ方法で複数のＣＣ操作において保
持されることを特徴とする実施形態３１または３２の一項に記載の方法。
３４．　複数ＣＣのアップリンク（ＵＬ）専用物理制御チャネル（ＤＰＣＣＨ）受信電力
における差があらかじめ定められたしきい値内に確実に収まるようにすることにより電力
不均衡を解決するステップをさらに備えることを特徴とする実施形態３３に記載の方法。
３５．　あらかじめ定められたしきい値は事前構成されるか、またはネットワークにより
信号伝達されることを特徴とする実施形態３４に記載の方法。
３６．　複数ＣＣのＵＬ　ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨ受信電力の差があらかじめ定めら
れたしきい値よりも大きいことを条件として、
　　被害側ＣＣの推定されるＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨ　ＳＩＲを、ＰＵＳＣＨまたは
ＰＵＣＣＨターゲットにオフセットを加えたものと比較するステップと、
　　送信機電力制御（ＴＰＣ）コマンドを生成するステップとをさらに備えることを特徴
とする実施形態３１から３５のいずれか一項に記載の方法。
３７．　複数のＣＣのＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨ受信電力の差があらかじめ定められた
しきい値よりも小さいかまたはこれと等しいことを条件として、２つの独立したループ電
力制御をＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨ　ＳＩＲターゲットをオフセットすることなく実行
するステップをさらに備えることを特徴とする実施形態３１から３６のいずれか一項に記
載の方法。
３８．　複数ＣＣの独立ループ電力制御アルゴリズムは以下により説明されることを特徴
とする実施形態３１および３７のいずれか一項に記載の方法。
　　（Ｒｘ１－Ｒｘ２＞ＭＡＸ＿ｐｗｒ＿ＤＥＬＴＡ）である場合、
　　　ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１＿ｃｕｒｒｅｎｔ＝ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１
　　　ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２＿ｃｕｒｒｅｎｔ＝ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２＋ＴＡＲＧＥＴ＿
ＯＦＦＳＥＴ
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　　　（ＳＩＲ１＜ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１＿ｃｕｒｒｅｎｔ）である場合、
　　　　　ＴＰＣ１はＵＰに設定される
　　　それ以外の場合、ＴＰＣ１はｄｏｗｎに設定される
　　　（ＳＩＲ２＜ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２＿ｃｕｒｒｅｎｔ）である場合、
　　　　　ＴＰＣ２はＵＰに設定される
　　　それ以外の場合、ＴＰＣ２はｄｏｗｎに設定される
　　それ以外の場合（Ｒｘ２－Ｒｘ１＞ＭＡＸ＿ｐｗｒ＿ＤＥＬＴＡ）であれば、
　　　ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１＿ｃｕｒｒｅｎｔ＝ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１＋ＴＡＲＧＥＴ＿
ＯＦＦＳＥＴ
　　　ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２＿ｃｕｒｒｅｎｔ＝ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２
　　　（ＳＩＲ１＜ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１＿ｃｕｒｒｅｎｔ）である場合、
　　　　　ＴＰＣ１はＵＰに設定される
　　　それ以外の場合、ＴＰＣ１はｄｏｗｎに設定される
　　　（ＳＩＲ２＜ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２＿ｃｕｒｒｅｎｔ）である場合、
　　　　　ＴＰＣ２はＵＰに設定される
　　　それ以外の場合、ＴＰＣ２はｄｏｗｎに設定される
　　それ以外の場合、
　　　ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１＿ｃｕｒｒｅｎｔ＝ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１
　　　ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２＿ｃｕｒｒｅｎｔ＝ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２
　　　（ＳＩＲ１＜ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１＿ｃｕｒｒｅｎｔ）である場合、
　　　　　ＴＰＣ１はＵＰに設定される
　　　それ以外の場合、ＴＰＣ１はｄｏｗｎに設定される
　　　（ＳＩＲ２＜ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２＿ｃｕｒｒｅｎｔ）である場合、
　　　　　ＴＰＣ２はＵＰに設定される
　　　それ以外の場合、ＴＰＣ２はｄｏｗｎに設定される
　　ただし、
　　ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１およびＳＩＲＴａｒｇｅｔ２は、それぞれ第１のＣＣおよび第
２のＣＣに対して構成されたＳＩＲターゲットであり、
　　Ｒｘ１およびＲｘ２は、それぞれ第１のＣＣおよび第２のＣＣに対する測定されたＵ
Ｌ　ＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨ受信電力であり、
　　ＭＡＸ＿ｐｗｒ＿ＤＥＬＴＡは、Ｒｘ１およびＲｘ２の間の最大所望差であり、
　　ＴＡＲＧＥＴ＿ＯＦＦＳＥＴは、上位層により与えられるＳＩＲＴａｒｇｅｔ１また
はＳＩＲＴａｒｇｅｔ２を調整するために使用されるオフセットである。
３９．　ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１＝ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２であることを特徴とする実施形態
３８に記載の方法。
４０．　攻撃側ＣＣのＳＩＲＴａｒｇｅｔは低減されることを特徴とする実施形態３８ま
たは３９のいずれか一項に記載の方法。
４１．　共同ＵＬ複数ＣＣ内部ループ電力制御アルゴリズムをさらに備えることを特徴と
する実施形態３１から４０のいずれか一項に記載の方法。
４２．　共同ＵＬ複数ＣＣ内部ループ電力制御アルゴリズムは、以下により説明されるこ
とを特徴とする実施形態４１に記載の方法。
　　（ＳＩＲ１＜ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１）かつ（ＳＩＲ２＜ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２）であ
る場合、
　　　ＴＰＣ１はＵＰに設定され、ＴＰＣ２はＵＰに設定される
　　それ以外の場合、（ＳＩＲ１＜ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１）かつ（ＳＩＲ２＞ＳＩＲＴａ
ｒｇｅｔ２）であれば、
　　　（Ｒｘ１＜Ｒｘ２）である場合、
　　　　　ＴＰＣ１はＵＰに設定され、ＴＰＣ２はＤＯＷＮに設定される
　　　それ以外の場合（たとえば、Ｒｘ１＞Ｒｘ２）
　　　　　（Ｒｘ１－Ｒｘ２＋２＊ＳｔｅｐＳｉｚｅ）＜ＭＡＸ＿ｐｗｒ＿ＤＥＬＴＡで
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あれば、
　　　　　　　ＴＰＣ１はＵＰに設定され、ＴＰＣ２はＤＯＷＮに設定される
　　　　　それ以外の場合、
　　　　　　　ＴＰＣ１はＵＰに設定され、ＴＰＣ２はＵＰに設定される
　　それ以外の場合（ＳＩＲ１＞ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１）かつ（ＳＩＲ２＜ＳＩＲＴａｒ
ｇｅｔ２）であれば、
　　　（Ｒｘ１＞Ｒｘ２）である場合、
　　　　　ＴＰＣ１はＤＯＷＮに設定され、ＴＰＣ２はＵＰに設定される
　　　それ以外の場合（たとえば、Ｒｘ１＜Ｒｘ２）
　　　　　（Ｒｘ２－Ｒｘ１＋２＊ＳｔｅｐＳｉｚｅ）＜ＭＡＸ＿ｐｗｒ＿ＤＥＬＴＡで
あれば、
　　　　　　　ＴＰＣ１はＤＯＷＮに設定され、ＴＰＣ２はＵＰに設定される
　　　　　それ以外の場合、
　　　　　　　ＴＰＣ１はＵＰに設定され、ＴＰＣ２はＵＰに設定される
　　それ以外の場合（ＳＩＲ１＞ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１）かつ（ＳＩＲ２＞ＳＩＲＴａｒ
ｇｅｔ２）であれば、
　　　ＴＰＣ１はＤＯＷＮに設定され、ＴＰＣ２はＤＯＷＮに設定される
　　ただし、
　　ＳＩＲ１およびＳＩＲ２は、それぞれ第１のＣＣおよび第２のＣＣで測定されたＳＩ
Ｒレベルであり、
　　ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１およびＳＩＲＴａｒｇｅｔ２は、それぞれ第１および第２のＣ
Ｃに対して構成されたＳＩＲターゲットであり、
　　Ｒｘ１およびＲｘ２は、それぞれ第１のＣＣおよび第２のＣＣに対する測定されたＰ
ＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨ受信電力であり、
　　ＳｔｅｐＳｉｚｅは、ＵＰまたはＤＯＷＮコマンドに従って適用される電力の増大ま
たは減少であり、
　　ＴＰＣ１およびＴＰＣ２は、第１のＣＣおよび第２のＣＣに対して生成されたＵＰま
たはＤＯＷＮ　ＴＰＣコマンドであり、
　　ＭＡＸ＿ｐｗｒ＿ＤＥＬＴＡは、Ｒｘ１およびＲｘ２の間の最大所望差である。
４３．　ＳＩＲＴａｒｇｅｔ１＝ＳＩＲＴａｒｇｅｔ２であることを特徴とする実施形態
４２に記載の方法。
４４．　１つまたは両方のＣＣでＳＩＲＴａｒｇｅｔが満たされないことがあるが、最大
キャリア電力差がより早く到達されることを特徴とする実施形態４２または４３のいずれ
か一項に記載の方法。
４５．　所与のＷＴＲＵの各ＣＣの合計受信電力の差があらかじめ定められたしきい値内
に確実に収まるようにするステップをさらに備えることを特徴とする実施形態４２から４
４のいずれか一項に記載の方法。
４６．　スケジューリング許可が十分に使用されことを条件として、両方のＣＣのＷＴＲ
Ｕからの合計電力の差があらかじめ定められたしきい値内に確実に収まるようにすること
により、２つのＣＣにわたりスケジューリング許可が共同で決定されることを特徴とする
実施形態４２から４５のいずれか一項に記載の方法。
４７．　各ＣＣについてＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨの内部ループ電力制御コマ
ンドが独立して決定されることを特徴とする実施形態４２から４６のいずれか一項に記載
の方法。
４８．　各ＣＣに提供されるスケジューリング強化の差があらかじめ定められたしきい値
内に確実に収まるようにするステップをさらに備えることを特徴とする実施形態４２から
４７のいずれか一項に記載の方法。
４９．　最大電力差しきい値は、事前構成されてもよいか、事前定義済みのハード値、ま
たはネットワークにより構成されてもよいことを特徴とする実施形態３１から４８のいず
れか一項に記載の方法。
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５０．　チャネル優先順位を考慮に入れて電力差を自律的に制限するステップをさらに備
えることを特徴とする実施形態１に記載の方法。
５１．　ＣＣの間および／またはＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの間に許容される最大伝送電力
差をさらに備えることを特徴とする実施形態５０に記載の方法。
５２．　チャネル間および／またはＣＣ間の最大電力差を超過することを回避するために
、同一または異なるＣＣの１つまたは複数のチャネルの電力を増大させるステップをさら
に備えることを特徴とする実施形態５０に記載の方法。
５３．　電力がチャネルの電力制御公式に基づいて伝送されるべきチャネルについて計算
された後、およびスケーリング（またはその他の電力低減）の後、チャネルおよび／また
はＣＣ間の最大電力差を超過することを回避するために、ＷＴＲＵは１つまたは複数のチ
ャネルの電力を増大させることができることを特徴とする実施形態５０に記載の方法。
５４．　電力がチャネルの電力制御公式に基づいて伝送されるべきチャネルについて計算
された後、およびスケーリング（またはその他の電力低減）の後、チャネルおよび／また
はＣＣ間の最大電力差を超過することを回避するために、ＷＴＲＵは同一または異なるＣ
Ｃの１つまたは複数のチャネルの電力を増大または低減することができることを特徴とす
る実施形態５０に記載の方法。
５５．　電力Ｐ１でＵＣＩを持つＰＵＳＣＨを搬送するＰＣＣ、電力１でＰＵＳＣＨを搬
送するＳＣＣ１、電力２でＰＵＳＣＨを搬送するもう１つのＳＣＣ２という３つのＣＣが
ある場合、Ｐ２＞Ｐ１であり、Ｐ２－Ｐ１がＣＣ間の最大電力差を超過するとき、ＷＴＲ
Ｕは、ＰＣＣとＳＣＣ２との間の制限を超過することを回避するためにＰＣＣ上のＰＵＳ
ＣＨを先にスケーリングすることができることを特徴とする実施形態５０に記載の方法。
５６．　ＣＣ電力が、自身のＣＣともう１つのＣＣとの間の最大電力差を超過することを
回避するためにＣＣ電力が正常に高められる（または下げられる）と直ちに、ＷＴＲＵは
、ＣＣ間の最大電力差が超過される原因となるもう１つのＣＣの電力を高める（または下
げる）ことができることを特徴とする実施形態５０に記載の方法。
５７．　電力Ｐ１でＵＣＩを持つＰＵＳＣＨを搬送するＰＣＣ、電力２でＰＵＳＣＨを搬
送するＳＣＣという２つのＣＣがある場合、Ｐ２＞Ｐ１であり、Ｐ２－Ｐ１がＣＣ間の最
大電力差を超過するとき、ＷＴＲＵは、ＰＣＣとＳＣＣとの間の制限を超過することを回
避するためＳＣＣ上のＰＵＳＣＨの電力を低減することができることを特徴とする実施形
態５０に記載の方法。
５８．　ＰＵＳＣＨ電力がＰＵＣＣＨ電力よりも高い場合に、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨと
の間の最大電力差を解決するため、ＷＴＲＵはＰＵＳＣＨ電力を低減することを特徴とす
る実施形態５０に記載の方法。
５９．　実施形態１から５８のいずれか一項に記載の方法を実行するように構成されたワ
イヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
６０．　実施形態１から５８のいずれか一項に記載の方法を実行するように構成された装
置。
６１．　実施形態１から５８のいずれか一項に記載の方法を実行するように構成された集
積回路。
６２．　実施形態１から５８のいずれか一項に記載の方法を実行するように構成されたｅ
ｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）。
６３．　実施形態１から５８のいずれか一項に記載の方法を実行するように構成されたＬ
ｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）ワイヤレス通信システム。
６４．　実施形態１から５８のいずれか一項に記載の方法を実行するように構成されたネ
ットワーク。
６５．　ワイヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）における伝送電力制御の方法であっ
て、
　第１または第２のコンポーネントキャリア（ＣＣ）にマッピングされた物理アップリン
ク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）または物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の伝
送電力をＷＴＲＵにより決定するステップと、
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　サブフレーム内のＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨの合計伝送電力が第１または第２のＣＣ
の最大伝送電力を下回るように、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの伝送電力をＷＴＲＵによ
り決定するステップと、
　第１および第２のＣＣ間の伝送電力差をＷＴＲＵにより決定して、伝送電力差を最大伝
送電力差と比較するステップと、
　第１および第２のＣＣ間の伝送電力差が最大伝送電力差を下回るように保持するために
、第１および第２のＣＣの伝送電力をＷＴＲＵにより高めるかまたは減少させるステップ
とを備える方法。
６６．　第１のＣＣが高い優先順位のＣＣである場合に第１のＣＣの伝送電力をＷＴＲＵ
により高めるステップをさらに備えることを特徴とする実施形態６５に記載の方法。
６７．　ＰＵＣＣＨは高い優先順位のチャネルであり、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）
を持つＰＵＳＣＨは次に高い優先順位のチャネルであり、ＵＣＩを持たないＰＵＳＣＨは
最低優先順位のチャネルであることを特徴とする実施形態６５または６６に記載の方法。
６８．　第１のＣＣでＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨを搬送し、第１と第２のＣＣ間の伝送
電力差が最大伝送電力差を下回るように、第１のＣＣの伝送電力を高めるステップをさら
に備えることを特徴とする実施形態６５から６７のいずれか一項に記載の方法。
６９．　第２のＣＣをより低い優先順位のＣＣと指定し、第１および第２のＣＣの最大伝
送電力を超過することなく最大伝送電力差を下回るレベルまで伝送電力が高められない場
合に、第２のＣＣをドロップするステップをさらに備えることを特徴とする実施形態６５
から６８のいずれか一項に記載の方法。
７０．　複数のＣＣをＷＴＲＵにより提供するステップであって、各ＣＣは１つまたは複
数のＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨを有するステップと、
　ＷＴＲＵに複数の電力増幅器（ＰＡ）を提供するステップと、
　優先順位および最大伝送電力差に基づいて、最大伝送電力差を超過する複数のＣＣにお
けるＣＣのペア間の伝送電力差をＷＴＲＵにより減少させるステップとをさらに備えるこ
とを特徴とする実施形態６５から６９のいずれか一項に記載の方法。
７１．　第２のＣＣが、第１と第２のＣＣ間の最大伝送電力差が超過される原因となる低
い優先順位の強いＣＣである場合、第２のＣＣの伝送電力をＷＴＲＵにより低減するステ
ップをさらに備えることを特徴とする実施形態６５から７０のいずれか一項に記載の方法
。
７２．　ＰＵＳＣＨ伝送電力がＰＵＣＣＨ伝送電力よりも高い場合に、ＰＵＣＣＨとＰＵ
ＳＣＨとの間の最大電力差を解決するため、ＰＵＣＣＨ伝送電力を最大伝送電力までＷＴ
ＲＵにより増大させるステップをさらに備えることを特徴とする実施形態６５から７１の
いずれか一項に記載の方法。
７３．　ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨとの間の最大電力差に関連してＰＵＳＣＨ伝送電力がＰ
ＵＣＣＨ伝送電力よりも高い場合、ＰＵＳＣＨ伝送電力をＷＴＲＵにより低減するステッ
プをさらに備えることを特徴とする実施形態６５から７２のいずれか一項に記載の方法。
７４．　ワイヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　第１または第２のコンポーネントキャリア（ＣＣ）にマッピングされた物理アップリン
ク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）または物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の伝
送電力を決定するように構成された回路と、
　サブフレーム内の複数のＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨの合計伝送電力が第１または第２
のＣＣの最大伝送電力を下回るように、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの伝送電力を決定す
るように構成された回路と、
　第１および第２のＣＣ間の伝送電力差を決定して、伝送電力差を最大伝送電力差と比較
するように構成された回路と、
　第１および第２のＣＣ間の伝送電力差が最大伝送電力差を下回るように保持するために
、第１および第２のＣＣの伝送電力を高めるかまたは減少させるように構成された回路と
を備えるＷＴＲＵ。
７５．　第１のＣＣが弱い伝送電力を持つ高い優先順位のＣＣである場合に第１のＣＣの
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記載のＷＴＲＵ。
７６．　ＰＵＣＣＨは最高優先順位のチャネルであり、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）
を持つＰＵＳＣＨは次に高い優先順位のチャネルであり、ＵＣＩを持たないＰＵＳＣＨは
最低優先順位のチャネルであることを特徴とする実施形態７４または７５に記載のＷＴＲ
Ｕ。
７７．　第１のＣＣでＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨを搬送し、第１と第２のＣＣ間の伝送
電力差が最大伝送電力差を下回るよう、第１のＣＣの伝送電力を高めるように構成された
回路をさらに備えることを特徴とする実施形態７４から７６のいずれか一項に記載のＷＴ
ＲＵ。
７８．　第２のＣＣをより低い優先順位のＣＣと指定し、第１および第２のＣＣの最大伝
送電力を超過することなく最大伝送電力差を下回るレベルまで伝送電力が高められない場
合に、第２のＣＣをドロップするように構成された回路をさらに備えることを特徴とする
実施形態７４から７７のいずれか一項に記載のＷＴＲＵ。
７９．　複数のＣＣを提供するように構成された回路であって、各ＣＣは１つまたは複数
のＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨを有する回路と、
　ＷＴＲＵに複数の電力増幅器（ＰＡ）を提供するように構成された回路と、
　優先順位および最大伝送電力差に基づいて、最大伝送電力差を超過する複数のＣＣにお
けるＣＣのペア間の伝送電力差を減少させるように構成された回路とをさらに備えること
を特徴とする実施形態７４から７８のいずれか一項に記載のＷＴＲＵ。
８０．　第２のＣＣが、第１と第２のＣＣ間の最大伝送電力差が超過される原因となる低
い優先順位の強いＣＣである場合、第２のＣＣの伝送電力を低減するよう構成された回路
をさらに備えることを特徴とする実施形態７４から７９のいずれか一項に記載のＷＴＲＵ
。
８１．　ＰＵＳＣＨ伝送電力がＰＵＣＣＨ伝送電力よりも高い場合に、ＰＵＣＣＨとＰＵ
ＳＣＨとの間の最大電力差を解決するため、ＰＵＣＣＨ伝送電力を最大伝送電力まで増大
させるように構成された回路をさらに備えることを特徴とする実施形態７４から８０のい
ずれか一項に記載のＷＴＲＵ。
８２．　ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨとの間の最大電力差に関連してＰＵＳＣＨ伝送電力がＰ
ＵＣＣＨ伝送電力よりも高い場合、ＰＵＳＣＨ伝送電力を低減するように構成された回路
をさらに備えることを特徴とする実施形態７４から８１のいずれか一項に記載のＷＴＲＵ
。
【０１４７】
　特徴および要素は特定の組み合わせで上記で説明されるが、各々の特徴または要素は、
単独で使用されるか、または他の特徴および要素の任意の組み合わせで使用されてもよい
ことを、当業者であれば理解するであろう。加えて、本明細書において説明される方法、
コンピュータまたはプロセッサにより実行するためにコンピュータ可読媒体に組み込まれ
たコンピュータプログラム、ソフトウェア、またはファームウェアにおいて実施されても
よい。コンピュータ可読媒体の例は、（有線またはワイヤレス接続を介して伝送される）
電子信号およびコンピュータストレージ媒体を含む。コンピュータ可読ストレージ媒体の
例は、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、
キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内蔵ハードディスクおよび取り外し可能ディ
スクなどの磁気媒体、磁気光学媒体、ＣＤ－ＲＯＭディスクおよびデジタル多目的ディス
ク（ＤＶＤ）などの光媒体を含むが、これらに限定されることはない。ソフトウェアと関
連するプロセッサは、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末、基地局、ＲＮＣ、または任意のホストコン
ピュータにおいて使用する無線周波数送受信機を実施するために使用されてもよい。
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【手続補正書】
【提出日】平成24年6月4日(2012.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）における伝送電力制御の方法であって、
　前記ＷＴＲＵにより第１および第２のコンポーネントキャリア（ＣＣ）間の伝送電力差
を最大伝送電力差と比較するステップと、
　前記最大伝送電力差を下回るように前記伝送電力差を保持するために前記第１または第
２のＣＣの伝送電力を前記ＷＴＲＵにより高めるかまたは減少させるステップであって、
前記高めるかまたは減少させるステップは前記第１および第２のＣＣのうちの少なくとも
１つを介して伝送されるそれぞれの少なくとも１つのチャネルの少なくとも１つのチャネ
ル優先順位に基づくステップと
を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのチャネルが高い優先順位のチャネルであることを条件として、前
記第１のＣＣの伝送電力をＷＴＲＵにより高めるステップであって、前記少なくとも１つ
のチャネルは前記第１のＣＣを介して伝送されるステップをさらに備えることを特徴とす
る請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのチャネルは物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）であり
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、前記ＰＵＣＣＨは高い優先順位のチャネルであり、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）を
持つ物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）は次に高い優先順位のチャネルであり
、ＵＣＩを持たないＰＵＳＣＨはＰＵＣＣＨおよびＵＣＩを持つＰＵＳＣＨよりも低い優
先順位のチャネルであることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＣＣで物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）および物理アップリン
ク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を搬送し、前記第１と第２のＣＣ間の伝送電力差が前記最
大伝送電力差を下回るように、前記第１のＣＣの伝送電力を高めるステップをさらに備え
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１および第２のＣＣ間の伝送電力差が前記第１および第２のＣＣの最大伝送電力
を超過することなく前記最大伝送電力差を下回るように前記第２のＣＣの伝送電力が高め
られない場合、前記第２のＣＣをドロップするステップをさらに備えることを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　複数のＣＣを前記ＷＴＲＵにより提供するステップであって、各ＣＣは１つまたは複数
の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）および物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）を有するステップと、
　ＣＣの優先順位および前記ＣＣのペアの前記ＣＣ間の最大伝送電力差に基づいて、前記
最大伝送電力差を超過する前記複数のＣＣの前記ＣＣのペア間の伝送電力差を前記ＷＴＲ
Ｕにより減少させるステップと
をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１および第２のＣＣ間の伝送電力差が前記最大伝送電力差よりも大きいことを条
件として、前記第２のＣＣが低い優先順位のＣＣであり、前記第２のＣＣの伝送電力が前
記第１のＣＣの伝送電力よりも大きい場合、前記第２のＣＣの伝送電力を前記ＷＴＲＵに
より低減するステップをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　最大伝送電力を下回るように前記第１または第２のＣＣの伝送電力を保持するために、
前記第１または第２のＣＣの伝送電力をＷＴＲＵにより低減するステップをさらに備える
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ワイヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　第１および第２のコンポーネントキャリア（ＣＣ）間の伝送電力差を最大伝送電力差と
比較するように構成された回路と、
　前記最大伝送電力差を下回るように前記伝送電力差を保持するために前記第１または第
２のＣＣの伝送電力を高めるかまたは減少させるように構成された回路であって、前記高
めるかまたは減少させることは前記第１および第２のＣＣのうちの少なくとも１つを介し
て伝送されるそれぞれの少なくとも１つのチャネルの少なくとも１つのチャネル優先順位
に基づく回路と
を備えることを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのチャネルが高い優先順位のチャネルであることを条件として、前
記第１のＣＣの伝送電力を高めるように構成された回路であって、前記少なくとも１つの
チャネルは前記第１のＣＣを介して伝送される回路をさらに備えることを特徴とする請求
項９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのチャネルは物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）であり
、前記ＰＵＣＣＨは高い優先順位のチャネルであり、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）を
持つ物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）は次に高い優先順位のチャネルであり
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、ＵＣＩを持たないＰＵＳＣＨはＰＵＣＣＨおよびＵＣＩを持つＰＵＳＣＨよりも低い優
先順位のチャネルであることを特徴とする請求項１０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　前記第１のＣＣで物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）および物理アップリン
ク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を搬送し、前記第１と第２のＣＣ間の伝送電力差が前記最
大伝送電力差を下回るように前記第１のＣＣの伝送電力を高めるように構成された回路を
さらに備えることを特徴とする請求項９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記第１および第２のＣＣ間の伝送電力差が前記第１および第２のＣＣの最大伝送電力
を超過することなく前記最大伝送電力差を下回るように前記第２のＣＣの伝送電力が高め
られない場合、前記第２のＣＣをドロップするように構成された回路をさらに備えること
を特徴とする請求項９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　複数のＣＣを提供するように構成された回路であって、各ＣＣは１つまたは複数の物理
アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）および物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳ
ＣＨ）を有する回路と、
　ＣＣの優先順位および前記ＣＣのペアの前記ＣＣ間の最大伝送電力差に基づいて、前記
最大伝送電力差を超過する前記複数のＣＣの前記ＣＣのペア間の伝送電力差を減少させる
ように構成された回路と
をさらに備えることを特徴とする請求項９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記第１および第２のＣＣ間の伝送電力差が前記最大伝送電力差よりも大きいことを条
件として、前記第２のＣＣが低い優先順位のＣＣであり、前記第２のＣＣの伝送電力が前
記第１のＣＣの伝送電力よりも大きい場合、前記第２のＣＣの伝送電力を低減するように
構成された回路をさらに備えることを特徴とする請求項９に記載のＷＴＲＵ。
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